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(1)

【
翻
訳
】 

 
章
学
誠
『
校
讎
通
義
』
訳
注
（
二
） 

 
 
 
 
 

巻
一
「
別
裁
第
四
」「
辨
嫌
名
第
五
」「
補
鄭
第
六
」「
校
讎
條
理
第
七
」 

 

文
教
大
学
目
録
学
研
究
会 

訳 
 
 
 
 
 
 

 

（
向
嶋
成
美
・
坂
口
三
樹
・
樋
口
泰
裕
・
渡
邉 

大
・ 

 

秋
元
俊
哉
・
宇
賀
神
秀
一
・
王 

連
旺
・
加
藤
文
彬
） 

  

本
稿
は
、
章
学
誠
『
校
讎
通
義
』
の
訳
注
で
あ
る
。
今
号
で
は
、
巻
一
の
「
別
裁
第
四
」「
辨
嫌
名
第
五
」「
補
鄭
第
六
」「
校
讎
條
理

第
七
」
を
訳
出
す
る
。
各
条
の
担
当
は
、
王
連
旺
、
加
藤
、
秋
元
、
渡
邉
で
あ
る
。
前
号
に
引
き
続
き
、
底
本
に
は
、
葉
瑛
『
文
史
通
義

校
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）
を
用
い
、
あ
わ
せ
て
、
嘉
業
堂
本
、
劉
公
純
標
点
『
文
史
通
義
』（
古
籍
出
版
社
、
一
九
五
六
年
、

中
華
書
局
新
一
版
、
一
九
六
一
年
）、
葉
長
清
『
文
史
通
義
注
』（
無
錫
国
学
専
修
学
校
叢
書
、
一
九
三
五
年
）、
王
重
民
『
校
讎
通
義
通

解
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
傅
傑
導
読
、
田
映
�
注
本
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
劉
兆
祐
『
校
讎
通
義
今
註

今
訳
』（
台
湾
学
生
書
局
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。 

キ
ー
ワ
ー
ド
：
校
讎
通
義 

章
学
誠 

別
裁 

辨
嫌
名 
補
鄭 

校
讎
條
理 

 
 
 

 

 

別
裁
［
注
一
］

第
四 

 

【
原
文
】 

 

『
管
子
』［
注
二
］
、
道
家
之
言
也
、
劉?

裁
其

「
弟
子
職
」
篇

入
小
學
［
注
三
］
。
七
十
子
所
記
百
三
十
一
篇
、『
禮
經
』
所
部
也 

［
注
四
］
、
劉?

裁
其

「
三
朝
記
」
篇
入
『
論
語
』［
注
五
］
。
蓋
古
人

著
書
、
有
採
取
成?

、
襲
用
故
事
者
。［
原
注
：
如
「
弟
子
職
」
必
非

管
子
自
撰
［
注
六
］
、「
月
令
」
必
非
呂
不
韋
自
撰
［
注
七
］
、皆
所
謂
採
取
成?

也
。］
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(2)

其
所
採
之
書
、
別
有
本
旨
、
或?

時
已
久
、
不
知
所
出
。
又
或

所
著
之
篇
、
於
全
書
之
内
、
自
爲
一?

者
、
並
得
採
其
篇
章
、

補
苴
［
注
八
］

部
次
、
別
出
門?

、
以
辨
著
述
源
流
。
至
其
全
書
、

篇
次
具
存
、
無
所
更
易
、
隸
於
本?

、
亦
自
兩
不
相
妨
。
蓋
權

於
賓
主
重
輕
之
間
、
知
其
無
庸
互
見
者
、
而
始
有
裁
篇
別
出
之

法
耳
。 

 
 

四
之
一 

 

【
訓
読
文
】 

 

『
管
子
』
は
、
道
家
の
言
な
る
も
、
劉?

は
其
の
「
弟
子
職
」

篇
を
裁
ち
て
小
学
に
入
る
。
七
十
子
の
記
す
る
所
の
百
三
十
一

篇
は
、『
礼
経
』
の
部
す
る
所
な
る
も
、
劉?
は
其
の
「
三
朝
記
」

篇
を
裁
ち
て
『
論
語
』
に
入
る
。
蓋
し
古
人 

書
を
著
す
に
、
成

説
を
採
取
し
、
故
事
を
襲
用
す
る
者
有
り
。［
原
注
：「
弟
子
職
」
の

如
き
は
必
ず
管
子
の
自
撰
に
非
ず
、「
月
令
」
は
必
ず
呂
不
韋
の
自
撰
に
非

ず
、
皆
所
謂
成
説
を
採
取
す
る
な
り
。］
其
の
採
る
所
の
書
は
、
別
に

本
旨
有
る
も
、
或
は
時
を
歴
る
こ
と
已
に
久
し
く
し
て
、
出
づ

る
所
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
又
た
或
は
著
す
所
の
篇
、
全
書
の
内

に
於
い
て
、
自
ら
一
類
を
為
す
者
、
並
び
に
其
の
篇
章
を
裁
ち

て
、
部
次
を
補
苴
し
、
別
に
門
類
に
出
だ
し
、
以
て
著
述
の
源

流
を
弁
ず
る
を
得
。
其
の
全
書
に
至
り
て
は
、
篇
次
具
存
し
、

更
易
す
る
所
無
く
、
本
類
に
隸
わ
し
む
れ
ば
、
亦
た
自
ら
両
な

が
ら
に
相
い
妨
げ
ざ
る
な
り
。
蓋
し
賓
主
重
軽
の
間
を
権
り
、

其
の
互
見
を
庸
い
る
無
き
を
知
る
者
に
し
て
、
始
め
て
篇
を
裁

り
て
別
に
出
だ
す
の
法
有
り
。 

 
 

右
四
の
一 

 

【
現
代
語
訳
】 

 

『
管
子
』
は
道
家
の
書
物
で
あ
る
が
、
劉?

は
そ
の
中
の
「
弟

子
職
」
篇
を
取
り
あ
げ
て
小
学
に
入
れ
た
。
七
十
子
が
編
纂
し

た
百
三
十
一
篇
は
、『
礼
経
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
劉?

は

そ
の
中
の
「
三
朝
記
」
篇
を
取
り
あ
げ
て
論
語
類
に
入
れ
た
。

思
う
に
、
古
人
が
書
物
を
著
す
場
合
、
既
存
の
説
を
そ
の
ま
ま

採
用
し
、
故
事
を
そ
の
ま
ま
襲
用
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。［
原
注
：

た
と
え
ば
「
弟
子
職
」
は
き
っ
と
管
子
の
自
撰
で
は
な
い
。
ま
た
「
月
令
」

は
き
っ
と
呂
不
韋
の
自
撰
で
は
な
い
。
い
ず
れ
も
所
謂
既
存
の
説
を
取
り
込

ん
で
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。］
採
用
し
た
も
と
の
書
物
に
は
、
別
に

主
旨
が
あ
っ
た
の
が
、
長
い
時
を
経
て
、
出
処
が
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
ろ
う
。
一
方
、
著
わ
さ
れ
た
一
篇

が
、
全
書
の
中
で
、
そ
れ
だ
け
で
独
立
し
た
一
類
と
な
っ
て
い
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(3)

る
も
の
も
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
そ
の
篇
章
を
取
り

だ
し
て
、〔
本
来
そ
の
篇
章
が
属
す
べ
き
〕
部
類
を
補
充
し
、
別
の
門

類
に
も
掲
出
す
る
こ
と
で
、
著
述
の
源
流
を
弁
別
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
そ
の
書
物
全
体
に
つ
い
て
は
、〔
独
立
し
て
い
る
篇

章
も
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
た
め
〕
篇
次
は
す
べ
て
整
い
、
改
易
す

る
こ
と
な
く
、〔
独
立
し
て
い
る
篇
章
は
そ
れ
だ
け
を
取
り
あ
げ
て
〕
本

来
の
門
類
に
編
入
す
る
た
め
、
ど
ち
ら
に
と
っ
て
も
妨
げ
は
な

い
。
思
う
に
、
主
賓
軽
重
の
関
係
を
は
か
り
、
互
著
す
る
必
要

が
な
い
と
分
か
る
も
の
で
あ
っ
て
、
始
め
て
特
定
の
篇
を
取
り

出
し
て
別
の
門
類
に
掲
出
す
る
方
法
す
な
わ
ち
別
裁
と
い
う
方

法
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

 
 

以
上
四
の
一 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

【
訳
注
】 

一 

杜
甫
の
「
戯
為
六
絶
句
」
其
の
六
に
、「
別
裁
偽
体
親
風
雅
、
転
益

多
師
是
汝
師
」
の
句
が
あ
り
、
こ
れ
が
「
別
裁
」
と
い
う
言
葉
の
初

出
の
よ
う
で
あ
る
。
意
味
は
分
別
し
て
選
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
清

の
沈
徳
潜
（
一
六
七
三
―
一
七
六
九
）
は
唐
代
、
明
代
、
清
代
の
詩

歌
の
選
集
を
編
集
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
『
唐
詩
別
裁
』『
明
詩
別
裁
』『
国

朝
別
裁
集
』（『
清
詩
別
裁
』）
と
名
付
け
た
。
ま
た
、
清
の
張
景
星
、

姚
培
謙
、
王
永
祺
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
宋
詩
別
裁
』
な
ど
も
あ
る
。

従
っ
て
、「
別
裁
」
と
い
う
言
葉
は
清
代
の
詩
集
編
修
に
お
い
て
、
よ

く
使
わ
れ
て
い
た
。「
別
裁
」
を
目
録
学
の
概
念
に
導
入
し
た
の
が
章

学
誠
で
あ
る
。 

王
重
民
は
『
校
讎
通
義
通
解
』
に
お
い
て
、「
別
裁
」
を
次
の
よ

う
に
定
義
付
け
て
い
る
。 

別
裁
與
互
著
是
著
録
図
書
上
的
両
種
並
行
而
又
互
為
補
苴
的
重
要

方
法
。
互
著
是
根
拠
読
者
需
要
和
学
術
源
流
把
一
書
著
録
在
両
個

（
或
両
個
以
上
）
類
目
内
。
別
裁
是
把
一
書
内
的
重
要
部
分
（
或

篇
章
）
裁
出
、
著
録
在
相
関
的?

一
類
（
或?

幾
類
）
裏
面
。
」

（
別
裁
と
互
著
と
は
、
ふ
た
つ
の
並
行
し
、
互
い
に
補
充
し
合
う

重
要
な
方
法
で
あ
る
。
互
著
は
読
者
の
ニ
ー
ズ
ま
た
学
術
の
源
流

に
よ
っ
て
、
一
書
を
二
つ
（
或
い
は
二
つ
以
上
）
の
類
に
著
録
す

る
方
法
で
あ
る
。
別
裁
は
一
書
の
中
の
重
要
な
部
分
（
或
い
は
篇

章
）
を
選
出
し
、
そ
の
内
容
と
関
連
す
る
一
類
（
あ
る
い
は
い
く

つ
か
の
類
）
に
著
録
す
る
方
法
で
あ
る
。） 

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
） 

こ
の
ほ
か
、
別
裁
に
つ
い
て
の
研
究
に
主
に
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
。 

昌
彼
得
「
互
著
與
別
裁
」（『
版
本
目
録
学
論
叢
』（
二
）、
学
海
出

版
社
、
一
九
七
七
年
） 

胡
楚
生
「
目
録
家
「
別
裁
説
」
平
議
」（『
中
国
目
録
学
研
究
』、
華

正
書
局
、
一
九
八
〇
年
） 
胡
楚
生
「
論
章
実
斎
「
互
著
」「
別
裁
」」
之
来
源
」（
胡
氏
前
掲
書
） 
李
日
剛
「
互
著
與
別
裁
」（『
中
国
目
録
学
』、
明
文
書
局
、
一
九
八
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(4)

三
年
） 

程
千
帆
・
徐
有
富
「
目
録
的
編
制
」（『
校
讎
広
義
』
目
録
編
、
斉

魯
書
社
、
一
九
八
八
年
）
と
そ
の
日
本
語
訳
注
（
向
嶋
成
美
・
大

橋
賢
一
・
樋
口
泰
裕
・
渡
邊
大
、『
文
教
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
十

六
―
一
、
二
〇
一
二
年
）。 

喬
衍
『
文
史
通
義
快
読
』（
海
南
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
） 

徐
召
勛
「
論
「
互
著
」
與
「?

裁
」
―
章
学
誠
目
録
学
思
想
初
探
」

（『
安
徽
大
学
学
報
』
一
九
七
九
年
第
三
期
） 

羅
友
松
・
朱
浩
「「
互
著
」「
別
裁
」
的
理
論
探
討
初
於
誰
―
與
徐

召
勛
同
志
商?

」（『
図
書
館
雑
誌
』
一
九
八
二
年
第
一
期
） 

楊
新
勛
「『
七
略
』「
互
著
」「
別
裁
」
弁
証
」（『
史
学
史
研
究
』
二

〇
〇
一
年
第
一
期
） 

李
景
文
「
互
著
」「
別
裁
」
起
源
時
間
考
弁
―
読
王
重
民
先
生
『
校

讎
通
義
通
解
』（『
図
書
情
報
工
作
』
二
〇
一
二
年
第
七
期
） 

二 

『
管
子
』
は
『
漢
書
』
芸
文
志
「
諸
子
略
」
の
道
家
類
に
『?

子

八
十
篇
』
と
し
て
著
録
さ
れ
、
そ
の
自
注
に
は
「
名
夷
吾
、
相
齊
桓

公
、
九
合
諸
侯
、
不
以
兵
車
也
、
有
列
傳
。」
と
あ
る
。
ま
た
、「?

」

に
つ
い
て
は
、
顔
師
古
注
に
「?

讀
與
管
同
」
と
あ
る
。 

三 

「
弟
子
職
」
は
今
本
『
管
子
』
の
第
五
十
九
篇
に
収
め
ら
れ
る
一

方
、『
漢
書
』
芸
文
志
「
六
芸
略
」
の
孝
経
類
に
も
著
録
さ
れ
て
お
り
、

応
劭
は
「
管
仲
所
作
、
在
『
管
子
』
書
。」
と
注
し
て
い
る
。『
弟
子

職
』
の
内
容
は
学
則
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
南
宋
の
朱
熹
は
『
儀

礼
経
伝
通
解
』
を
編
纂
す
る
時
、「
弟
子
職
」
を
収
録
し
て
い
る
。
ま

た
、
清
代
に
至
っ
て
、
そ
の
注
釈
が
多
く
な
っ
た
。
洪
亮
吉
の
『
弟

子
職
箋
釈
』、
荘
述
祖
の
『
弟
子
職
集
解
』、
王?

の
『
弟
子
職
正
音
』

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
更
に
清
代
以
降
の
『
管
子
』
の
注
釈
書

の
中
で
も
詳
し
く
考
証
す
る
も
の
も
多
く
あ
る
。
羅
根
沢
の
『
管
子

探
源
』、
郭
沫
若
の
『
管
子
集
校
』
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。『
弟
子
職
』

の
成
書
及
び
内
容
に
つ
い
て
、
郭
沫
若
氏
は
前
掲
書
に
お
い
て
、
次

の
よ
う
な
案
語
が
あ
る
。 

「
弟
子
職
篇
」
當
是
齊
稷
下
學
官
之
學
則
、
故
被
收
入
『
管
子
』

書
中
。
此
中
弟
子
頗
多
、
先
生
亦
不
止
一
人
、
觀
其
「
同?

以
齒
」

及
「
相
要
以
齒
」
可
證
。
且
學
中
有
堂
有
室
、
有
寝
有
庖
、
師
生

均
食
息
其
中
、
規
模
宏
大
、
決
非
尋
常
私
塾
可
擬
。
洪
亮
吉
『
箋

釋
序
』
以
爲
「
乃
古
塾
師
相
傳
以
教
弟
子
」、
荘
述
祖
『
集
解
序
』

以
爲
「
古
者
家
塾
教
弟
子
之
法
」、
皆
非
也
。『
太
平
御
覧
』
十
八

益
都
下
引
劉
向
『
別
録
』
云
「
齊
有
稷
門
、
齊
之
城
西
門
也
。
外

有
學
堂
、?

齊
宣
王
所
立
學
宮
也
。
故
稱
爲
稷
下
之
學
」。徐
幹
『
中

論
・
亡
国
篇
』「
齊
桓
公
立
稷
下
之
宮
、
設
大
夫
之
號
、
招
致
賢
人

而
尊
寵
之
、
孟
軻
之
徒
皆
遊
於
齊
」。
齊
有
兩
桓
公
、
徐
所
稱
桓
公

乃
威
王
之
父
陳
侯
午
、
宣
王
之
祖
父
也
。
金
文
『
陳
候
因
�
敦
』

有
「
皇
考
孝
武
桓
公
」
語
、?

其
證
。『
史
記
・
田
齊
世
家
』「
宣

王
喜
文
學
游
説
之
士
、
自
如?

衍
、
淳
于?

、
田
駢
、
接
子
、
慎

到
、
環
淵
之
徒
七
十
六
人
、
皆
賜
列
弟
爲
上
大
夫
、
不
治
而
議
論
。

是
以
齊
稷
下
學
士
復
盛
、
且
數
百
千
人
」。
言
「
復
盛
」
則
學
宮
非

立
於
宣
王
可
知
。
此
篇
古
時
曽
單
行
、『
漢
書
・
藝
文
志
』
列
入
「
孝

經
類
」。
應
劭
云
「
管
仲
所
作
、
在
『
管
子
』
書
」、
可
知
是
一
非

二
。 
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（『
郭
沫
若
全
集
』
第
七
巻
・「
管
子
集
校
」（
三
）「
弟
子
職
篇
第

五
十
九
」、
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
） 

ま
た
、『
漢
書
』
芸
文
志
「
六
芸
略
」
の
孝
経
類
に
著
録
さ
れ
て

い
る
が
、
章
学
誠
は
「
劉?

裁
其
「
弟
子
職
」
篇
入
小
學
」
と
述
べ

て
い
る
。『
文
史
通
義
校
注
』
の
案
語
に
よ
れ
ば
、「『
漢
志
』、『
弟

子
職
』
入
孝
経
類
、
此
謂
入
小
学
、
誤
。」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
単

な
る
誤
り
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
章
学
誠
は
『
校
讎
通
義
』
巻
二

「
焦
竑
誤
校
漢
志
」
第
十
二
之
七
に
お
い
て
、「
蓋
孝
経
本
與
小
学

部
次
相
連
、
或
繕
書
者
誤
合
之
耳
」
と
述
べ
て
い
る
。 

四 

『
漢
書
』
芸
文
志
「
六
芸
略
」
の
礼
類
に
「『
記
』
百
三
十
一
篇
。

七
十
子
後
學
者
所
記
也
。」
と
あ
る
。
張
舜
徽
氏
は
『
漢
書
芸
文
志
通

釈
』
に
お
い
て
、「
記
」
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

古
人
解
禮
之
文
概
稱
称
爲
記
。『
漢
志
』
著
録
記
百
三
十
一
篇
、
皆

七
十
子
後
學
者
解
禮
之
文
也
。
戴
徳
傳
記
八
十
五
篇
、
今
存
三
十

九
篇
、?

今
『
大
戴
禮
記
』
也
。
其
兄
子
聖
傳
記
四
十
九
篇
、?

今
通
行
本
之
『
禮
記
』
也
。
古
人
以
『
儀
禮
』
爲
経
、
記
則
所
以

解
之
…
…
記
之
大
用
、
在
於
解
經
、
此
其
明
徴
矣
。 

（
湖
北
教
育
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
） 

張
氏
の
説
明
に
よ
れ
ば
、『
記
』
百
三
十
一
篇
は
即
ち
『
儀
礼
』

を
解
説
す
る
百
三
十
一
篇
の
注
記
で
あ
る
。
百
三
十
一
篇
に
つ
い
て
、

二
説
が
あ
る
。
一
説
は
銭
大
昕
の
説
で
あ
る
。 

鄭
康
成
『
六
藝
論
』
云
、「
戴
徳
傳
記
八
十
五
篇
、
戴
聖
傳
記
四
十

九
篇
。
」
、
此
云
百
三
十
一
篇
者
、
合
大
小
戴
所
傳
而
言
也
。『
小

戴
記
』
四
十
九
篇
、「
曲
礼
」「
檀
弓
」「
雜
記
」
皆
以
簡
策
重
多
、

分
爲
上
下
、
實
止
四
十
六
篇
。
合
大
戴
之
八
十
五
篇
、
正
協
百
卅

一
篇
之
數
。 

（『
廿
二
史
考
異
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
） 

も
う
一
説
は
黄
以
周
の
説
で
あ
る
。
黄
氏
は
銭
氏
の
説
を
否
定
し

て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

銭
氏
此
説
不
足
爲
據
、
以
今
大
戴
所
存
之
篇
已
多
同
於
小
戴
、
則

小
戴
所
取
未
必
盡
是
大
戴
所
棄
。
且
大
小
戴
之
記
亦
非
盡
取
諸
百

三
十
一
篇
之
中
。 

（『
礼
書
通
故
』
礼
書
通
故
第
一
） 

二
説
の
正
誤
に
つ
い
て
、
張
氏
は
前
掲
書
に
お
い
て
、
詳
し
く
考

察
を
し
て
い
る
。 

な
お
、
余
嘉
錫
は
、『
古
書
通
例
』
論
篇
次
第
三
「
古
書
単
篇
別

行
」
の
中
で
、「
古
書
數
篇
、
本
自
單
行
、
後
人
収
入
全
書
、
而
其

單
行
之
本
、
尚
並
存
不
廢
也
（
古
書
の
中
に
は
、
も
と
も
と
単
行
し

て
い
た
も
の
を
、
後
人
が
一
書
に
取
り
込
ん
だ
あ
と
も
単
行
本
が
並

存
し
廃
れ
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
）」
と
し
て
お
り
、「
孔
子
三
朝
」

な
ら
び
に
「
弟
子
職
」
を
そ
の
例
と
し
て
い
る
。 

五 

『
漢
書
』
芸
文
志
「
六
芸
略
」
の
論
語
類
に
著
録
さ
れ
て
い
る
「
三

朝
記
」
は
「
孔
子
三
朝
七
篇
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
王
応
麟
の
『
困

学
記
聞
』
巻
五
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
の
『
孔
子
三

朝
』
七
篇
条
に
よ
れ
ば
、
七
篇
は
そ
れ
ぞ
れ
「
千
乗
」「
四
代
」「
虞

戴
徳
」「
誥
志
」「
小
辨
」「
用
兵
」「
少
間
」
で
あ
る
。
ま
た
顔
師
古

は
「
今
大
戴
禮
有
其
一
篇
、
蓋
孔
子
対
魯
哀
公
語
也
。
三
朝
見
公
、

故
曰
三
朝
。」
と
注
を
付
け
て
い
る
。
沈
欽
韓
は
『
漢
書
疏
証
』
巻
二
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十
四
に
お
い
て
、「
劉
向
『
別
録
』
云
、「
孔
子
三
見
哀
公
、
作
「
三

朝
記
」
七
篇
、
今
在
『
大
戴
記
』」
是
也
。
顔
籀
僅
云
有
一
篇
、
彼
蓋

未
見
『
大
戴
記
』
也
。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
篇
数
の
異
同
に
つ
い

て
、
張
氏
は
前
掲
書
に
お
い
て
、「
昔
之
伝
書
者
、
悉
由
手
鈔
。「
一
」

「
七
」
二
字
形
近
易
譌
、
顔
語
蓋
本
作
「
七
篇
」、
傳
写
者
偶
誤
「
七
」

為
「
一
」
耳
。
」
と
述
べ
て
い
る
。 

六 

章
学
誠
は
『
校
讎
通
義
』
巻
二
の
「
焦
竑
誤
校
漢
志
」
第
十
二
之

八
に
お
い
て
も
、「
弟
子
職
」
に
つ
い
て
考
察
を
し
て
い
る
。
張
舜
徽

氏
は
前
掲
書
の
六
芸
略
・
孝
経
類
に
著
録
さ
れ
る
「
弟
子
職
」
一
篇

に
お
い
て
、
章
学
誠
の
説
を
受
け
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

章
説
是
也
。
周
秦
諸
子
、
例
不
親
自
著
書
。
所
流
傳
于
後
世
者
、

多
屬
身
後
由
賓
客
或
門
生
故
吏

?
集
其
言
論
行
事
及
有
関
文
字、

都
爲
一
集
、
名
之
曰
某
子
云
爾
。
今
觀
『
管
子
』
書
中
有
渉
及
身

後
事
者
、
不
足
怪
也
。「
弟
子
職
」
記
古
代
弟
子
事
師
之
儀
節
、
受

業
之
次
叙
、
實
「
曲
禮
」「
少
儀
」
之
支
流
餘
裔
、
與
『
管
子
』
他

篇
致
詳
于
治
国
之
法
制
道
術
者
、
尤
不
類
。
蓋
初
本
單
篇
別
行
、

後
乃
被
人?

附
『
管
子
』
書
耳
。 

七 

「
月
令
」
は
、
一
年
、
十
二
か
月
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
候
に
応
じ

て
、
し
き
行
う
べ
き
政
令
。
ま
た
、
そ
の
政
令
を
記
録
し
た
も
の
で

あ
る
。「
月
令
」
に
関
し
て
は
、『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
二
十
一

の
経
部
・
礼
類
三
『
月
令
解
』
十
二
巻
条
に
、「
月
令
於
劉
向
『
別?

』

屬
『
明
堂
陰
陽
記
』。
當?

『
漢
書
・
藝
文
志
』
所
云
古
明
堂
之
遺
事
。

在
『
明
堂
陰
陽
』
三
十
三
篇
之?

者
。『
呂
氏
春
秋
』?

以
分
冠
十
二

「
紀
」。
馬
融
、
賈
逵
、
蔡?

、
王
肅
、
孔
晁
、
張
華
皆
以
爲
周
公
作
。

鄭
康
成
、
高
誘
以
爲?

不
韋
作
。
論
者
據
「
漢
百
官
表
」
言
、
太
尉

爲
秦
官
。
或
又
據
『
國
語
』
晉
有
元
尉
輿
尉
之
文
。
謂
尉
之
名
不
必

起
於
秦
。
然
究
不
得
因
元
尉
輿
尉
、
遂
斷
三
代
必
有
太
尉
也
。
意
不

韋
採
集
舊
文
、
或
傳
益
以
秦
制
歟
。
今
考
其
書
、
古
帝
王
發
政
施
令

之
大
端
、
皆
彰
彰
具
存
。
得
其
意
而
變
通
之
、
未
嘗
非
通
經
適
用
之

一
助
。
至
其
言
誤
某
令
則
致
某
災
、
殆
因
『
洪
範
』
庶?

而
推
衍
之
。

遂
爲
漢
儒
陰
陽
五
行
之
濫
觴
、?

解
皆
未
能
駁
正
。
然
列
在
『
禮
經
』、

相
沿
已
久
、
亦
不
能
獨
爲?

咎
也
。
」
と
述
べ
て
い
る
。 

提
要
に
言
う
よ
う
に
、『
月
令
』
の
成
書
時
期
に
つ
い
て
、
諸
説

が
あ
る
。
楊
寛
氏
は
「
月
令
考
」（『
楊
寛
古
史
論
文
集
』、
上
海
人

民
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
に
所
収
）
に
お
い
て
、
従
来
の
説
を
次
の

よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。 

（
一
）
作
於
周
代
者
。 

（
二
）
出
於
『
呂
氏
春
秋
』
説
。 

（
三
）
作
於
夏
代
説
。 

（
四
）
雑
有
虞
、
夏
、
殷
、
周
法
説
。 

（
五
）『
月
令
』
因
『
夏
小
正
』、『
呂
氏
春
秋
』
因
『
月
令
』
説
。 

（
六
）
周
、
秦
書
経
漢
人
修
改
説
。 

ま
た
、楊
氏
は
前
掲
書
に
収
録
さ
れ
る「
呂
不
韋
和『
呂
氏
新
評
』」

に
お
い
て
、「
月
令
是
戦
国
後
期
陰
陽
五
行
家
為
即
将
出
現
的
封
建

王
朝
制
定
的
行
政
月
暦
。」
と
述
べ
て
い
る
。 
八 
劉
向
の
『
新
序
・
刺
奢
』
に
、「
今
民
衣
敝
不
補
、
履
決
不
苴
。」

と
あ
る
。「
補
苴
」
は
物
事
の
欠
陥
を
補
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
韓
愈

の
「
進
学
解
」
に
、「
補
苴
罅
漏
、
張
皇
幽
渺
。」
と
あ
る
。
即
ち
物
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事
の
不
足
や
遺
漏
を
補
う
こ
と
で
あ
る
。 

 
【
原
文
】 

 

「
夏
小
正
」
在
『
戴
記
』［
注
一
］

之
先
、
而
『
大
戴
記
』
收
之
、

則
時
令
而
入
於
『
禮
』
矣
［
注
二
］
。「
小
爾
雅
」
在
『
孔
叢
子
』

之
外
、
而
『
孔
叢
子
』
合
之
、
則
小
學
而
入
於
子
矣
［
注
三
］
。
然

『
隋
書
』
未
嘗
不
別
出
「
小
爾
雅
」
以
附
『
論
語
』［
注
四
］
、『
文

獻
通
考
』
未
嘗
不
別
出
「
夏
小
正
」
以
入
時
令
［
注
五
］
、
而
『
孔

叢
子
』『
大
戴
記
』
之
書
、
又
未
嘗
不
兼
收
而
並
録
也
。
然
此
特

後
人
之
幸
而
偶
中
、
或
「
爾
雅
」「
小
正
」
之
篇
、
有
別
出
行
世

之
本
、
故
亦
從
而
別
載
之
爾
。
非
真
有
見
於
學
問
流
別
、
而
爲

之
裁
制
也
。
不
然
、
何
以
本
篇
之
下
、
不
標
子
注
、
申
明
篇
第

之
所
自
也
哉
。 

 
 

右
四
之
二 

 

【
訓
読
文
】 

 

「
夏
小
正
」
は
『
戴
記
』
の
先
に
在
り
、
而
し
て
『
大
戴
記
』

は
之
を
収
む
れ
ば
、
則
ち
時
令
に
し
て
『
礼
』
に
入
る
な
り
。

「
小
爾
雅
」
は
『
孔
叢
子
』
の
外
に
有
り
、
而
し
て
『
孔
叢
子
』

は
之
を
合
す
れ
ば
、
則
ち
小
学
に
し
て
子
に
入
る
な
り
。
然
れ

ば
『
隋
書
』
未
だ
嘗
て
「
小
爾
雅
」
を
別
出
し
て
以
て
『
論
語
』

に
附
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。『
文
献
通
考
』
は
未
だ
嘗
て
「
夏
小
正
」

を
別
出
し
て
以
て
時
令
に
入
れ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
而
し
て
『
孔

叢
子
』『
大
戴
記
』
の
書
は
、
又
た
未
だ
嘗
て
兼
ね
收
め
並
べ
て

録
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
然
る
に
此
れ
特
だ
後
人
の
幸
い

に
し
て
偶
に
中
る
な
り
、
或
は
「
爾
雅
」「
小
正
」
の
篇
は
、
別

に
出
し
て
世
に
行
わ
る
る
の
本
有
り
、
故
に
亦
た
従
い
て
別
に

之
を
載
す
の
み
な
り
。
真
に
学
問
の
流
別
に
見
有
り
て
、
之
が

為
に
裁
制
す
る
に
非
ず
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
何
ぞ
以
て
本
篇
の
下

に
、
子
注
を
標
し
て
、
篇
第
の
自
る
所
を
申
明
せ
ざ
ら
ん
や
。 

 
 

右
四
の
二 

 

【
現
代
語
訳
】 

 

「
夏
小
正
」
は
『
戴
記
』
の
前
に
す
で
に
存
在
し
て
お
り
、

『
大
戴
礼
記
』
が
こ
れ
を
取
り
込
ん
だ
た
め
に
時
令
の
書
が

『
礼
』
に
入
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
小
爾
雅
」
は
『
孔
叢
子
』
と

は
別
の
書
で
あ
る
が
、『
孔
叢
子
』
に
合
併
さ
れ
て
、
小
学
の
書

が
子
部
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
、『
隋
書
』
は

「
小
爾
雅
」
を
別
出
し
て
、
論
語
類
に
付
し
た
の
で
あ
り
、『
文

献
通
考
』
は
「
夏
小
正
」
を
別
出
し
て
時
令
に
入
れ
た
の
で
あ
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る
。
ま
た
、
そ
の
一
方
で
、『
孔
叢
子
』『
大
戴
礼
記
』
に
も
、

そ
れ
ら
を
併
せ
て
記
録
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
た
だ
後
人
が

幸
い
偶
然
に
（
別
裁
の
理
念
に
）
合
致
し
た
だ
け
の
こ
と
で
あ

っ
て
、
恐
ら
く
「
爾
雅
」「
小
正
」
と
い
っ
た
篇
は
、
別
に
世
に

通
行
し
て
い
た
単
行
本
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
別

の
類
に
著
録
し
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
当
に
学
問
の
流

別
に
見
識
が
あ
っ
て
、
意
識
的
に
抜
き
出
し
て
別
裁
し
た
も
の

で
は
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
本
篇
の
下
に
、
子

注
を
つ
け
て
篇
章
の
出
処
を
説
明
し
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 
 

以
上
四
の
二 

 

【
訳
注
】 

一 

『
戴
記
』
は
、
戴
徳
、
戴
聖
が
そ
れ
ぞ
れ
編
ん
だ
書
物
の
総
称
で

あ
る
。
前
者
は
『
大
戴
礼
記
』、
後
者
は
『
小
戴
礼
記
』
或
い
は
『
礼

記
』
と
呼
ば
れ
る
。 

二 

「
夏
小
正
」
は
夏
の
時
代
に
作
ら
れ
た
農
耕
暦
の
文
献
で
あ
る
。

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
二
十
一
の
経
部
・
礼
類
三
の
『
夏
小
正

戴
氏
伝
』
四
巻
条
に
、「「
夏
小
正
」
本
『
大
戴
禮
記
』
之
一
篇
、『
隋

書
・
經
籍
志
』
始
於
『
大
戴
禮
記
』
外
、
別
出
『
夏
小
正
』
一
卷
、

注
云
、
戴
德
撰
。
崧
卿
「
序
」
謂
隋
重
賞
以
求
逸
書
、
進
書
者
遂
多

以
邀
賞
帛
、
故
離
析
篇
目
而
爲
此
、
有
司
受
此
、
又
不
加
辨
。
而
作

志
者
亦
不
復
考
。
是
於
理
亦
或
然
。
然
考?

陸?

『
詩
草
木
鳥
獸
蟲

魚
疏
』
曰
、『
大
戴
禮
・
夏
小
正
傳
』
云
、?

、
由
胡
。
由
胡
、?

勃

也
。
則
三
國
時
已
有
「
傳
」
名
。
疑
『
大
戴
禮
記
』
舊
本
但
有
「
夏

小
正
」
之
文
、
而
無
其
「
傳
」、
戴
德
爲
之
作
「
傳
」
別
行
、
遂
自
爲

一
卷
。
故
隋
志
分
著
於?

。
後
盧
弁
作『
大
戴
禮
記
注
』、
始
採
其「
傳
」

編
入
書
中
、
故
『
唐
志
』
遂
不
著?

耳
。
又
『
隋
志
』
根
據
『
七
録
』、

最
爲
精
核
、
不
容
不
知
『
夏
小
正
』
爲
三
代
之
書
。
漫
題
德
撰
、
疑

「
夏
小
正
」
下
当
有
「
傳
」
字
。
或
「
戴
德
撰
」
字
當
作
「
戴
德
傳
」

字
。
今
本
譌?

一
字
、
亦
未
可
定
。
觀
「
小
爾
雅
」
亦
『
孔
叢
』
之

一
篇
、
因
有
李
軌
之
注
。
遂
別
著?

、
是
亦?

證
矣
。
」
と
あ
る
。

ま
た
、『
史
記
』
夏
本
紀
に
、「
孔
子
正
夏
時
、
学
者
多
傳
「
夏
小
正
」

云
」
と
あ
り
、
索
隠
に
、「
鄭
玄
曰
、
得
夏
四
時
之
書
、
其
存
者
有
小

正
」
と
い
う
。 

三 

『
孔
叢
子
』
は
孔
子
一
族
の
言
行
を
記
述
す
る
も
の
で
あ
る
。『
漢

書
』
芸
文
志
に
著
録
さ
れ
な
い
こ
と
で
、
偽
書
と
さ
れ
て
い
る
。『
隋

書
』
経
籍
志
（
巻
二
十
三
）
経
籍
一
に
、『
孔
叢
』
七
巻
を
著
録
し
て

お
り
、
ま
た
そ
の
注
に
、「
陳
勝
博
士
孔
鮒
撰
。
梁
有
『
孔
志
』
十
巻
、

梁
太
尉
参
軍
劉
被
撰
、
亡
。」
と
あ
る
。
ま
た
、
馬
端
臨
の
『
文
献
通

考
』
は
、『
孔
叢
子
』
七
巻
と
作
っ
て
お
り
、『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』

は
『
孔
叢
子
』
三
巻
と
作
っ
て
い
る
。
現
存
の
『
孔
叢
子
』
は
二
十

三
篇
か
ら
な
っ
て
い
る
。
其
の
中
の
二
十
一
篇
は
本
文
で
、
ま
た
「
連

叢
子
」
二
篇
を
附
し
て
い
る
。
本
文
の
二
十
一
篇
の
第
一
篇
か
ら
第

四
篇
ま
で
は
、
孔
子
の
言
行
を
記
述
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
五
篇
か

ら
第
十
篇
ま
で
は
、
子
思
及
び
子
上
の
言
行
を
記
述
す
る
も
の
で
あ

り
、
第
十
一
篇
は
『
小
爾
雅
』
で
あ
り
、
第
十
二
篇
か
ら
第
十
四
篇
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ま
で
は
、
子
高
の
言
行
を
記
述
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
十
五
篇
か
ら

第
十
七
篇
ま
で
は
子
順
の
言
行
を
記
述
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
十
八

篇
は
子
魚
の
作
品
の
「
詰
墨
」
で
あ
り
、
第
十
九
篇
か
ら
二
十
一
篇

は
子
魚
の
言
行
を
記
述
す
る
も
の
で
あ
る
。
黄
懐
信
氏
の
『
古
文
献

與
古
史
考
論
』（
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
三
年
）
に
、「『
孔
叢
子
』
的
時

代
與
作
者
」、「『
孔
叢
子
』
與
孔
子
世
系
」、「『
小
爾
雅
』
的
源
流
」、

「
一
本
很
有
価
値
的
古
典
辞
書
―
『
小
爾
雅
』」
の
四
本
の
論
文
を
収

録
し
て
お
り
、『
孔
叢
子
』
及
び
『
小
爾
雅
』
に
つ
い
て
、
詳
し
い
考

察
が
あ
る
。 

『
小
爾
雅
』
は
『
爾
雅
』
に
継
ぐ
訓
詁
書
で
あ
り
、『
漢
書
』
芸

文
志
「
六
芸
略
」
孝
経
類
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。
張
舜
徽
氏
の
前
掲

書
に
、
次
の
案
語
が
あ
る
。 

此
書
亦
簡
稱
『
小
雅
』、
故
官
本
『
漢
書
』
無
「
爾
」
字
。『
爾
雅
』

十
九
篇
中
訓
詁
名
物
猶
多
遺
漏
、
故
有
人
續
加
纂?

以
裨
益
之
、

其
書
甚
簡
、
要
皆
出
於
漢
師
之
手
。
而
標
題
視
『
爾
雅
』
分
類
、

有
離
合
、
有
新
増
、
不
必
盡
同
也
。
今
通
行
本
有
「
廣
詁
」「
廣
言
」

「
廣
訓
」「
廣
義
」「
廣
名
」「
廣
服
」「
廣
器
」「
廣
物
」「
廣
鳥
」

「
廣
獸
」「
廣
度
」「
廣
量
」「
廣
衡
」
共
十
三
章
。
東
晉
李
軌
嘗
爲

之
注
、
号
曰
「
略
解
」、
著?

於
隋
唐
『
志
』、
其
書
早
佚
。
清
人
考

釋
是
書
者
、
王
煦
有
『
小
爾
雅
疏
』、
胡
承?

有
『
小
爾
雅
義
證
』、

宋
翔
鳳
有
『
小
爾
雅
訓
纂
』、
朱
駿
聲
声
有
『
小
爾
雅
約
注
』、
葛

其
仁
有
『
小
爾
雅
疏
證
』。
葛
書
最
下
。 

黄
氏
は
「『
小
爾
雅
』
的
源
流
」
に
お
い
て
、『
小
爾
雅
』
の
源
流

を
考
察
し
て
お
り
、
源
流
図
も
作
成
し
て
い
る
。
ま
た
、「
一
本
很

有
価
値
的
古
典
辞
書
―
『
小
爾
雅
』」
に
お
い
て
、『
小
爾
雅
』
の
源

流
、
編
者
、
時
代
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

『
小
爾
雅
』
著
録
在
現
存
我
国
最
早
的
目
録
著
作
『
漢
書
・
芸
文

志
』
中
、
本
属
単
行
、
没
有
撰
著
者
名
氏
。『
漢
志
』
本
於
劉?

『
七

略
』、
可
見
其
書
在
劉

?

編
『
七
略
』
之
時
已
有
流
伝
。
東
漢
晩
期

人
編
訂
『
孔
叢
子
』、
又
将
之
作
為
第
十
一
篇
而
編
了
進
去
、
所
以

其
書
又
有
『
孔
叢
子
』
本
。
到
了
宋
代
、
由
於
原
単
行
之
書
亡
佚

失
伝
、
於
是
宋
人
又
従
『
孔
叢
子
』
中
抽
出
、
印
出
新
的
単
行
書
、

併
仍
依
『
孔
叢
子
』
之
旧
而
題
作
孔
鮒
撰
、
這
就
是
現
存
的
『
小

爾
雅
』
単
行
本
。 

四 

『
隋
書
』
経
籍
志
「
経
部
」
論
語
類
に
、「『
小
爾
雅
』
一
巻
、
李

軌
略
解
。」
と
あ
る
。 

五 

『
文
献
通
考
』
経
籍
考
「
史
部
」
時
令
類
に
、「『
夏
小
正
』
一
巻
。」

と
あ
る
。 

 
 
 
 辨

嫌
名
［
注
一
］

第
五 

 
 【

原
文
】 

 

部
次
有
當
重
複
者
、
有
不
當
重
複
者
。
『
漢
志
』
以
後
、
既

無
互
注
之
例
、
則
著
録
之
重
複
、
大
都
不
關
義?

、
全
是
編
次

之
錯
謬
爾
。
篇
次
錯
謬
之
弊
有
二
、
一
則
門?

疑
似
［
注
二
］

、
一

書
兩
入
也
。
一
則
一
書
兩
名
、
誤
認
二
家
也
。
欲
免
一
書
兩
入
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之
弊
、
但
須
先
作
長
編
［
注
三
］

、
取
著
書
之
人
與
書
之
標
名
、
按

韻
編
之
、
詳
注
一
書
源
委
於
其
韻
下
。
至
分
部
別?

之
時
、
但

須
按
韻
稽
之
［
注
四
］

。
雖
百
人
共
事
、
千
巻
雷
同
、
可
使
疑
似
之

書
、
一
無
犯
複
矣
。
至
一
書
兩
名
誤
認
二
家
之
弊
、
則
當
深
究

載
籍
、
詳
考
史
傳
。
並
當?

究
著
録
之
家
、
求
其
所
以
同
異
兩

稱
之
故
、
而
筆
之
於
書
。
然
後
可
以
有
功
古
人
、
而
有
光
來
學

耳
。 

 
 

右
五
之
一 

 
 【

訓
読
文
】 

 

部
次
に
当
に
重
複
す
べ
き
者
有
り
、
当
に
重
複
す
べ
か
ら
ざ

る
者
有
り
。『
漢
志
』
よ
り
以
後
、
既
に
互
注
の
例
無
け
れ
ば
、

則
ち
著
録
の
重
複
は
、
大
都
す

べ

て
義
類
に
関
せ
ず
し
て
、
全
て
是

れ
編
次
の
錯
謬
な
る
の
み
。
篇
次
錯
謬
の
弊
に
二
有
り
、
一
は

則
ち
門
類
疑
似
し
て
、
一
書
両
入
す
る
な
り
。
一
は
則
ち
一
書

両
名
に
し
て
、
誤
り
て
二
家
と
認
む
る
な
り
。
一
書
両
入
の
弊

を
免
か
れ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
但
だ
須
く
先
づ
長
編
を
作
り
て
、

著
書
の
人
と
書
の
標
名
と
を
取
り
て
、韻
に
按
じ
て
之
を
編
じ
、

一
書
の
源
委
を
其
の
韻
下
に
詳
注
す
べ
し
。
分
部
別
類
の
時
に

至
り
て
は
、
但
だ
須
く
韻
を
按
じ
て
之
を
稽
う
べ
し
。
百
人
の

事
を
共
に
し
、
千
巻
の
雷
同
と
雖
も
、
疑
似
の
書
を
し
て
、
一

も
複
を
犯
す
る
無
か
ら
し
む
べ
し
。
一
書
両
名
の
誤
り
て
二
家

と
認
む
る
の
弊
に
至
り
て
は
、
則
ち
当
に
載
籍
を
深
究
し
、
史

伝
を
詳
考
す
べ
し
。
並
び
に
当
に
著
録
の
家
を
歴
究
し
、
其
の

両
称
を
同
異
す
る
所
以
の
故
を
求
め
て
、
而
し
て
之
を
書
に
筆

す
べ
し
。
然
る
後
に
以
て
功
を
古
人
に
有
ら
し
め
、
光
を
来
学

に
有
ら
し
む
の
み
。 

 
 

右
五
の
一 

 
 【

現
代
語
訳
】 

 

書
物
を
類
別
す
る
際
に
は
、重
複
し
て
載
せ
る
べ
き
も
の
と
、

重
複
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。『
漢
書
』
藝
文
志
以
後
、

互
い
に
注
し
て
検
索
の
便
宜
を
図
る
例
は
な
い
。
そ
う
で
あ
る

な
ら
ば
、
書
物
が
重
複
し
て
載
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
み
な

す
べ
て
全
体
的
な
体
例
に
従
っ
た
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
目
録

編
纂
上
の
謬
り
で
あ
る
。
こ
の
謬
り
の
弊
害
は
二
つ
あ
り
、
一

つ
目
は
分
類
の
項
目
が
類
似
し
て
い
る
為
に
一
つ
の
書
物
が
二

カ
所
に
載
録
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
目
は
一
つ
の
書
物
に

二
つ
名
が
あ
る
為
に
、
そ
の
書
を
二
つ
の
異
な
っ
た
書
物
と
し

て
扱
う
こ
と
で
あ
る
。
分
類
の
項
目
の
類
似
が
原
因
で
、
一
書
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が
二
カ
所
に
載
録
さ
れ
る
弊
害
に
陥
ら
な
い
た
め
に
は
、
た
だ

先
に
長
編
を
製
作
し
て
、
著
者
と
そ
の
書
名
を
取
り
、
韻
に
従

っ
て
編
纂
し
、
書
物
の
本
末
を
そ
の
韻
の
下
に
詳
し
く
注
す
る

べ
き
で
あ
る
。
類
目
分
類
の
時
に
至
っ
て
も
、
た
だ
韻
に
従
っ

て
配
列
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
百
人
が
分
類
を

行
っ
て
も
、
ま
た
千
巻
の
類
似
し
た
書
物
で
あ
っ
て
も
、
内
容

の
似
て
い
る
書
物
を
一
冊
す
ら
複
数
の
場
所
に
収
め
る
よ
う
な

こ
と
は
無
い
。
一
つ
の
書
物
に
二
つ
の
名
が
あ
り
、
そ
れ
を
二

つ
の
異
な
っ
た
学
派
と
誤
認
す
る
弊
害
に
つ
い
て
は
、
書
物
を

追
究
し
、
史
伝
を
詳
考
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
著
録
家
の
説

に
つ
い
て
研
究
し
、
そ
の
一
書
に
二
名
が
生
じ
た
所
以
を
き
ち

ん
と
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
共
に
書
き
留
め
て
お
く

べ
き
で
あ
る
。
そ
う
し
た
の
で
あ
れ
ば
書
物
を
正
統
に
扱
い
、

古
人
に
功
用
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
後
学
の
者
に
光

明
を
示
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 
 

以
上
五
の
一 

 
 
 
 【
訳
注
】 

一 

『
禮
記
』
曲
禮
に
「
禮
不
諱
嫌
名
」
と
あ
り
、
そ
の
鄭
玄
注
に
は

「
嫌
名
謂
音
聲
相
近
。
若
禹
與
雨
、
丘
與
區
也
」
と
あ
る
。『
禮
記
』

に
あ
っ
て
は
「
嫌
名
」
は
類
音
の
語
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
一
つ
の

書
物
が
二
つ
の
名
で
分
類
さ
れ
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち

「
一
書
兩
名
」
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。
五
之
一
で
は
、
①
門
類
が
似

て
い
る
た
め
一
書
が
二
つ
の
場
所
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
②
一

書
に
二
名
あ
る
た
め
二
つ
の
場
所
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
の
二

点
を
「
篇
次
錯
謬
之
弊
」
と
し
て
指
摘
す
る
が
、
五
之
二
に
於
い
て

取
り
上
げ
る
例
は
い
ず
れ
も
②
の
「
一
書
兩
名
」
が
主
で
あ
る
。 

二 

『
校
讎
通
義
』
巻
一
「
互
著
」
第
三
に
於
い
て
既
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
「
若
就
書
之
易
淆
者
言
之
、
經
部
易
家
與
子
部
之
五
行
陰
陽
家

相
出
入
、
樂
家
與
集
部
之
樂
府
、
子
部
之
藝
術
相
出
入
、
小
學
家
之

書
法
與
金
石
之
法
帖
相
出
入
、
史
部
之
職
官
與
故
事
相
出
入
、
譜
牒

與
傳
記
相
出
入
、
故
事
與
集
部
之
詔
誥
奏
議
相
出
入
、
集
部
之
詞
曲

與
史
部
之
小
説
相
出
入
、
子
部
之
儒
家
與
經
部
之
經
解
相
出
入
、
史

部
之
食
貨
與
子
部
之
農
家
相
出
入
（
若
し
書
の
淆
じ
り
易
き
者
に
就

い
て
之
を
言
え
ば
、
経
部
の
易
家
と
子
部
の
五
行
陰
陽
家
と
は
相
い

出
入
し
、
楽
家
と
集
部
の
楽
府
、
子
部
の
芸
術
と
は
相
い
出
入
し
、

小
学
家
の
書
法
と
金
石
の
法
帖
と
は
相
い
出
入
し
、
史
部
の
職
官
と

故
事
と
は
相
い
出
入
し
、
譜
牒
と
伝
記
と
は
相
い
出
入
し
、
故
事
と

集
部
の
詔
誥
奏
議
と
は
相
い
出
入
し
、
集
部
の
詞
曲
と
史
部
の
小
説

と
は
相
い
出
入
し
、子
部
の
儒
家
と
経
部
の
経
解
と
は
相
い
出
入
し
、

史
部
の
食
貨
と
子
部
の
農
家
と
は
相
い
出
入
す
）」の
様
な
事
象
を
指

す
か
。 
三 
『
校
讎
通
義
校
注
』
は
李
燾
『
進
續
資
治
通
鑑
長
編
表
』
の
「
竊

聞
司
馬
光
之
作
資
治
通
鑑
也
、
先
使
其
僚
屬
採
拾
異
聞
、
以
年
月
日

―94― ―94― 
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爲
叢
目
、
叢
目
既
成
、
乃
修
長
編
」
を
引
用
し
、「
長
編
者
、
先
搜
集

資
料
、
按
次
排
列
、
以
爲
撰
述
之
資
也
」
と
す
る
。 
四 
類
別
の
際
に
韻
目
に
よ
っ
て
編
成
し
、
そ
の
下
に
原
書
の
出
処
を

注
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、『
校
讎
通
義
』
巻
一
「
校
讎
条
理
」
第
七
で

も
「
竊
以
典
籍
浩
繁
、
聞
見
有
限
、
在
博
雅
者
且
不
能
悉
究
無
遺
、

況
其
下
乎
。
以
謂
校
讎
之
先
、
宜
盡
取
四
庫
之
藏
、
中
外
之
籍
、
藏

其
中
之
人
名
地
號
、
官
階
書
目
、
凡
一
切
有
名
可
治
、
有
數
可
稽
者
、

略
倣
『
佩
文
韻
府
』
之
例
、
悉
編
爲
韻
、
乃
于
本
韻
之
下
、
注
明
原

書
出
處
及
先
後
篇
第
、
自
一
見
再
見
以
至
數
千
百
、
皆
詳
注
之
、
藏

之
館
中
、
以
爲
群
書
之
總
類
。
至
校
書
之
時
、
遇
有
疑
似
之
處
、
即

名
而
求
其
編
韻
、
因
韻
而
檢
其
本
書
、
參
互
錯
綜
、
即
可
得
其
至
是
。

此
則
淵
博
之
儒
、
窮
畢
生
年
力
而
不
可
究
殫
者
、
今
即
中
才
校
勘
可

坐
收
于
几
席
之
閒
。
非
校
讎
之
良
法
歟
（
窃
か
に
以
う
に
典
籍
は
浩

繁
に
し
て
、
聞
見
に
限
り
有
り
、
博
雅
に
在
る
者
す
ら
且
つ
悉
く
究

め
て
遺
無
き
こ
と
能
わ
ず
、
況
ん
や
其
の
下
を
や
。
以
謂
え
ら
く
校

讎
の
先
に
、
宜
し
く
尽
く
四
庫
の
蔵
、
中
外
の
籍
を
取
り
て
、
其
の

中
の
人
名
地
号
、
官
階
書
目
を
択
び
、
凡
そ
一
切
名
の
治
む
べ
き
も

の
有
り
、
数
有
り
て
稽
う
べ
き
者
有
ら
ば
、
略
ぼ
『
佩
文
韻
府
』
の

例
に
倣
い
、
悉
く
編
し
て
韻
を
為
し
、
乃
ち
本
韻
の
下
に
、
原
書
の

出
処
及
び
先
後
の
篇
第
を
注
明
し
、
一
見
再
見
自
り
以
て
数
千
百
に

至
る
ま
で
、
皆
な
詳
し
く
之
に
注
し
、
之
を
館
中
に
蔵
し
、
以
て
群

書
の
総
類
と
為
す
べ
し
。
校
書
の
時
に
至
り
て
、
遇
た
ま
疑
似
の
処

有
ら
ば
、
名
に
即
き
て
其
の
編
韻
を
求
め
、
韻
に
因
り
て
其
の
本
書

を
検
め
、
錯
綜
を
参
互
す
れ
ば
、
即
ち
其
れ
是
に
至
る
を
得
べ
し
。

此
れ
則
ち
淵
博
の
儒
、
畢
生
年
力
を
窮
め
て
、
究
め
殫
す
べ
か
ら
ざ

る
者
、
今
即
ち
中
才
の
校
勘
な
れ
ど
も
、
坐
し
て
几
席
の
間
に
収
ま

る
。
校
讎
の
良
法
に
非
ざ
る
か
）」
と
述
べ
る
。 

 
 【

原
文
】 

 

『
太
史
公
』
百
三
十
篇
、
今
名
『
史
記
』［
注
一
］
。『
戰
國
策
』

三
十
三
篇
、
初
名
『
短
長
語
』［
注
二
］。『
老
子
』
之
稱
『
道
德
經
』 

 

［
注
三
］
、『
莊
子
』
之
稱
『
南
華
經
』［
注
四
］、『
屈
原
賦
』
之
稱
『
楚

詞
』［
注
五
］、
蓋
古
人
稱
名
樸
、
而
後
人
入
於
華
也
。
自
漢
以
後
、

異
名
同
實
、
文
人
稱
引
、
相
爲
弔
詭
者
［
注
六
］、
蓋
不
少
矣
。『
白

虎
通
德
論
』
刪
去
德
論
二
字
［
注
七
］
、『
風
俗
通
義
』
刪
去
義
字 

 

［
注
八
］
、『
世
説
新
語
』
刪
去
新
語
二
字
［
注
九
］
、『
淮
南
鴻
烈
解
』

?

去
鴻
烈
解
而
但
曰
『
淮
南
子
』［
注
一
〇
］
、『
呂
氏
春
秋
』
有
十
二

紀
八
覽
六
論
、
不
稱
『
呂
氏
春
秋
』、
而
但
日
『
呂
覽
』［
注
一
一
］
。

蓋
書
名
本
全
、
而
援
引
者
從
簡
略
也
。
此
亦
足
以
疑
誤
後
學
者

已
。
鄭
樵
精
於
校
讐
、
然
『
藝
文
』
一
略
、
既
有
『
班
昭
集
』
、

而
復
有
『
曹
大
家
集
』、
則
一
人
而
誤
爲
二
人
矣
［
注
一
二
］。
晁
公

武
善
於
考
據
［
注
一
三
］
、
然
『
郡
齋
』
一
志
、
張
君
房
『?

説

』 
 

［
注
一
四
］、
而
題
爲
張
唐
英
［
注
一
五
］、
則
二
人
而
誤
爲
一
人
矣
。
此

則
人
名
字
號
之
不
一
、
亦
開?

誤
之
端
也

。
然
則
校
書
著
録
、
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其
一
書
數
名
者
、
必
當?

注
互
名
於
巻
帙
之
下
。
一
人
而
有
多

字
號
者
、
亦
當?

注
其
字
號
於
姓
名
之
下
。
庶
乎
無
嫌
名?

出

之
弊
矣
。 

 
 

右
五
之
二 

 
 【

訓
読
文
】 

 

『
太
史
公
』
百
三
十
篇
、
今
名
は
『
史
記
』。『
戦
国
策
』
三

十
三
篇
、
初
名
は
『
短
長
語
』。『
老
子
』
の
『
道
徳
経
』
と
称

し
、『
荘
子
』
の
『
南
華
経
』
と
称
し
、『
屈
原
賦
』
の
『
楚
詞
』

と
称
す
る
は
、
蓋
し
古
人
名
を
称
す
る
こ
と
樸
に
し
て
、
後
人

華
に
入
れ
ば
な
り
。
漢
よ
り
以
後
、
異
名
同
実
に
し
て
、
文
人

称
引
し
、相
い
弔
詭
を
為
す
者
は
、蓋
し
少
な
か
ら
ざ
る
な
り
。

『
白
虎
通
徳
論
』
は
徳
論
の
二
字
を
刪
去
し
、『
風
俗
通
義
』
は

義
字
を
刪
去
し
、『
世
説
新
語
』
は
新
語
の
二
字
を
刪
去
し
、『
淮

南
鴻
烈
解
』
は
鴻
烈
解
を
刪
去
し
て
但
だ
『
淮
南
子
』
と
曰
い
、

『
呂
氏
春
秋
』
は
十
二
紀
八
覧
六
論
有
れ
ど
も
、『
呂
氏
春
秋
』

と
称
せ
ず
し
て
、
但
だ
『
呂
覧
』
と
曰
う
。
蓋
し
書
名
は
本
全

た
れ
ど
も
、
援
引
す
る
者
簡
略
に
従
う
な
り
。
此
亦
た
以
て
後

学
の
者
を
疑
誤
せ
し
む
に
足
る
の
み
。
鄭
樵
校
讐
に
精
た
り
、

然
れ
ど
も
『
藝
文
』
の
一
略
、
既
に
『
班
昭
集
』
有
り
て
、
復

『
曹
大
家
集
』
有
る
は
、
則
ち
一
人
に
し
て
誤
り
て
二
人
と
為

す
な
り
。
晁
公
武
考
拠
に
善
し
、
然
れ
ど
も
『
郡
斎
』
の
一
志

は
、
張
君
房
『?

説

』
に
題
を
張
唐
英
と
為
す
は
、
則
ち
二
人

も
て
誤
り
て
一
人
と
為
す
。
此
れ
則
ち
人
名
字
号
の
一
な
ら
ざ

る
も
、亦
た?

誤

の
端
を
開
く
な
り
。然
ら
ば
則
ち
校
書
著
録
、

其
れ
一
書
数
名
あ
る
者
は
、
必
ず
当
に
互
名
を
巻
帙
の
下
に
歴

注
す
べ
し
。
一
人
に
し
て
字
号
多
き
者
有
ら
ば
、
亦
た
当
に
其

の
字
号
を
姓
名
の
下
に
歴
注
す
べ
し
。
嫌
名?

出

の
弊
無
き
に

庶
か
ら
ん
。 

 
 

右
五
の
二 

 
 【

現
代
語
訳
】 

 

『
太
史
公
』
百
三
十
篇
は
、
今
の
名
は
『
史
記
』
で
あ
る
。

『
戦
国
策
』
三
十
三
篇
は
、
初
め
『
短
長
語
』
と
い
う
名
で
あ

っ
た
。『
老
子
』
が
『
道
徳
経
』
と
称
せ
ら
れ
、『
荘
子
』
が
『
南

華
経
』
と
称
せ
ら
れ
、『
屈
原
賦
』
が
『
楚
詞
』
と
称
さ
れ
る
の

は
、
思
う
に
古
人
は
そ
の
本
質
を
称
号
と
し
た
の
で
あ
る
が
、

後
の
人
が
書
名
を
飾
り
立
て
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
漢
以
降
、
異

な
っ
た
名
称
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
内
容
は
同
様
の
書
物
を
、
知

識
人
が
称
引
す
る
際
、
そ
れ
に
対
し
て
気
取
っ
て
名
称
を
変
更
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す
る
も
の
は
、
少
な
く
な
い
。『
白
虎
通
徳
論
』
は
「
徳
論
」
の

二
字
を
取
り
除
き
、『
風
俗
通
義
』
は
「
義
」
字
を
取
り
除
き
、

『
世
説
新
語
』
は
「
新
語
」
の
二
字
を
取
り
除
き
、『
淮
南
鴻
烈

解
』
は
「
鴻
烈
解
」
を
取
り
除
い
て
た
だ
『
淮
南
子
』
と
い
い
、

『
呂
氏
春
秋
』
は
十
二
紀
八
覧
六
論
有
る
が
、『
呂
氏
春
秋
』
と

称
さ
ず
に
、
た
だ
『
呂
覧
』
と
い
う
。
こ
れ
は
思
う
に
書
名
は

本
来
は
完
全
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
引
用
す
る
も
の
が
簡
略
化

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
後
学
の
者
を
誤
解
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
。
鄭
樵
は
校
讐
に
精
通
し
て
い
た
が
、『
藝
文
』
の

一
略
に
は
、
す
で
に
『
班
昭
集
』
が
有
り
、
ま
た
『
曹
大
家
集
』

と
い
う
書
物
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
本
来
一
人

で
あ
る
も
の
を
二
人
と
誤
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
晁
公
武
は

考
拠
の
学
に
通
じ
て
い
た
が
『
郡
齋
読
書
志
』
は
、
張
君
房
の

『?

紳?

説

』
に
つ
い
て
張
唐
英
作
と
題
に
記
し
て
お
り
、
こ

れ
は
二
人
の
異
な
る
人
物
を
誤
認
し
て
一
人
と
し
て
い
る
の
で

あ
る
。こ
れ
は
つ
ま
り
人
名
の
字
や
号
が
一
つ
で
な
い
こ
と
も
、

謬
り
を
招
く
原
因
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る

な
ら
ば
、
著
録
を
校
書
す
る
際
に
、
一
つ
の
書
物
に
複
数
の
名

が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
に
関
し
て
は
、
必
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
呼

称
を
巻
帙
の
下
に
悉
く
注
す
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
一
人
で

あ
っ
て
も
字
や
号
が
複
数
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
字
号

を
姓
名
の
下
に
注
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

殆
ど
以
上
の
様
な
弊
害
は
お
こ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 
 

以
上
五
の
二 

 
 【

訳
注
】 

一 

『
史
記
』
が
司
馬
遷
自
身
に
よ
っ
て
『
太
史
公
書
』
と
名
付
け
ら

れ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
太
史
公
自
序
に
、「
凡
百
三
十
篇
、
五
十
二

萬
六
千
五
百
字
、爲『
太
史
公
書
』」と
あ
る
こ
と
か
ら
明
か
で
あ
る
。

『
漢
書
』
藝
文
志
に
は
「
太
史
公
百
三
十
篇
。
馮
商
所
續
太
史
公
七

篇
」
と
あ
り
、『
漢
書
』
司
馬
遷
傳
に
も
「
凡
百
三
十
篇
、
五
十
二
萬

六
千
五
百
字
、
爲
太
史
公
書
」
と
あ
る
。『
隋
書
』
経
籍
志
に
は
、「
史

記
一
百
三
十
卷
、
目
録
一
卷
、
漢
中
書
令
司
馬
遷
撰
」
と
し
て
、「
史

記
」
の
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
王
國
維
が
、「
太
史
公
行
年
表
」

（『
観
堂
書
林
』
十
一
）
に
於
い
て
「
史
記
」
の
語
は
、（『
史
記
』
太

史
公
自
序
中
に
も
「
自
獲
麟
以
來
四
百
有
餘
歳
、
而
諸
侯
相
兼
、
史

記
放
絶
」、「
卒
三
歳
而
遷
爲
太
史
令
、
紬
史
記
石
室
金
匱
之
書
」
な

ど
と
あ
る
よ
う
に
）古
史
一
般
や
史
官
の
記
録
を
謂
う
の
で
あ
っ
て
、

「
太
史
公
書
」
を
指
す
も
の
で
な
い
こ
と
を
論
証
し
、「
稱
太
史
公
書

爲
史
記
、
蓋
始
於
魏
志
王
肅
傳
」
と
し
た
。
ま
た
近
年
陳
直
は
、『
隷

釈
』
巻
二
に
見
え
る
後
漢
の
桓
帝
の
永
寿
元
年
に
建
て
ら
れ
た
「
東

海
廟
碑
」
中
の
「
闕
者
秦
始
皇
所
立
、
名
之
秦
東
闕
。
事
在
史
記
」

と
い
う
記
述
（
こ
れ
は
『
史
記
』
始
皇
紀
三
十
五
年
の
記
述
に
基
づ

―91― 



「文学部紀要」文教大学文学部第27-1号 文教大学目録学研究会 

 

(15)

く
も
の
で
あ
る
）
が
、
太
史
公
書
を
「
史
記
」
と
呼
ぶ
最
初
期
の
例

と
す
る
（「
太
史
公
書
名
考
」）。
な
お
、『
校
讎
通
義
校
注
』
は
「
隋

志
始
名
史
記
、
蓋
太
史
公
記
之
省
稱
耳
」
と
す
る
。「
太
史
公
記
」
と

い
う
名
称
は
『
漢
書
』
楊
惲
伝
に
「
忠
弟
惲
、
字
子
幼
。
以
忠
任
爲

郞
、
補
常
侍
騎
。
惲
母
、
司
馬
遷
女
也
。
惲
始
讀
外
祖
太
史
公
記
、

頗
爲
春
秋
。
以
材
能
稱
」
と
見
え
る
。 

二 

『
戦
国
策
』
劉
向
の
序
に
「
中
書
本
號
、
或
曰
國
策
、
或
曰
國
事
、

或
曰
短
長
、
或
曰
事
語
、
或
曰
長
書
、
或
曰
脩
書
。
臣
向
以
爲
、
戰

國
時
游
士
、
輔
所
用
之
國
、
爲
之
策
謀
。
宜
爲
戰
國
策
」
と
あ
り
、

劉
向
以
前
の
『
戦
国
策
』
の
原
本
が
「
國
策
」、「
國
事
」、「
短
長
」、

「
事
語
」、「
長
書
」、「
脩
書
」
等
、
複
数
の
異
称
で
通
行
し
て
い
た

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

三 

「
道
徳
経
」と
い
う
名
称
が
用
い
ら
れ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、

『
隋
書
』
経
籍
志
に
は
「
老
子
道
德
經
二
卷
王
弼
注
」
と
見
え
、
そ

の
注
に
は
「
梁
有
老
子
道
德
經
二
卷
」
と
あ
る
。
ま
た
、
顧
実
『
漢

書
藝
文
志
講
疏
』「
老
子
鄰
氏
經
傳
」
の
注
に
は
「
陸
游
曰
、
晁
以
道

謂
、
王
輔
嗣
本
老
子
曰
道
德
經
。
不
析
乎
道
德
而
上
下
之
、
猶
近
古
。

今
此
本
久
已
離
析
」
と
あ
り
、
王
弼
が
注
し
た
テ
キ
ス
ト
に
は
既
に

「
道
徳
経
」
の
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
す
る
。 

四 

唐
の
天
宝
元
年
（
七
四
二
）
の
玄
宗
の
詔
に
「
古
今
人
表
、
玄
元

皇
帝
升
入
上
聖
。
莊
子
號
南
華
眞
人
、
文
子
號
通
玄
眞
人
、
列
子
號

沖
虚
眞
人
、
庚
桑
子
號
洞
虚
眞
人
。
改
莊
子
爲
南
華
眞
經
、
文
子
爲

通
玄
眞
經
、
列
子
爲
沖
虚
眞
經
、庚
桑
子
爲
洞
虚
眞
經
」と
あ
る
（『
旧

唐
書
』
礼
儀
志
）。 

五 

『
漢
書
』
藝
文
志
の
詩
賦
家
に
は
「
屈
原
賦

、
、
、
二
十
五
巻
」
と
あ
る
。

『
史
記
』
張
湯
伝
に
は
「
始
長
史
朱
買
臣
、
會
稽
人
也
。
讀
春
秋
。

莊
助
使
人
言
買
、
買
臣
以
楚
辭
、
、
與
助
倶
幸
、
侍
中
爲
太
中
大
夫
用
事
」

と
あ
り
、
ま
た
『
漢
書
』
地
理
志
に
は
「
始
楚
賢
臣
屈
原
被
讒
放
流
、

作
離
騷
諸
賦
以
自
傷
悼
。
後
有
宋
玉
・
唐
勒
之
屬
慕
而
述
之
、
皆
以

顯
名
。
漢
興
、
高
祖
王
兄
子

?

於
。
招
致
天
下
之?

游
子
弟
、
枚
乘
・

鄒
陽
・
嚴
夫
子
之
徒
、
興
於
文
・
景
之
際
。
而
淮
南
王
安
亦
都
壽
春
、

招
賓
客
著
書
。
而
呉
有
嚴
助
・
朱
賈
臣
、
貴
顯
漢
朝
。
文
辭
竝
發
、

故
世
傳
楚
辭
、
、
。
其
失
巧
而
少
信
」
と
あ
る
。『
楚
辞
』
の
名
称
に
つ
い

て
宋
の
黄
伯
思
は
「
葢
屈
宋
諸
騷
、
皆
書
楚
語
、
作
楚
聲
、
紀
楚
地
、

名
楚
物
。
故
可
謂
之
楚
詞
、
、
」（『
東
觀
餘
論
』「?

定
楚
詞
序
」）
と
す

る
。 

六 

「
弔
詭
」
に
つ
い
て
は
『
荘
子
』
斉
物
論
に
「
是
其
言
也
、
其
名

爲
弔
詭
」
と
あ
り
、
釋
文
に
は
「
弔
音
的
、
至
也
。
詭
、
異
也
」
と

あ
る
。 

七 

『
後
漢
書
』
班
固
伝
に
「
天
子
會
諸
儒
講
論
五
經
、
作
白
虎
通
德

論
、
令
固
撰
集
其
事
」
と
あ
る
。『
隋
書
』
経
籍
志
に
至
っ
て
「
白
虎

通
六
卷
」
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

八 

『
風
俗
通
義
』
の
應
劭
の
自
序
に
「
至
於
俗
閒
行
語
、
衆
所
共
傳
、

積
非
習
貫
、
莫
能
原
察
。
今
王
室
大
壞
、
九
州
幅
裂
、
亂
靡
有
定
、

生
民
無
幾
。
私
懼
後
進
益
以
迷
昧
、
聊
以
不
才
、
舉
爾
所
知
、
方
以

類
聚
。
凡
一
十
卷
、
謂
之
風
俗
通
義

、
、
、
、
。
言
通
於
流
俗
之
過
謬
而
事
該

之
於
義
理
也
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
後
漢
書
』
應
劭
伝
に
は
「
撰
風
俗
、
、

通、
、
以
辯
物
類
名
號
、
釋
時
俗
嫌
疑
。
文
雖
不
典
、
後
世
服
其
洽
聞
」
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と
あ
る
。『
日
本
国
見
在
書
目
録
』、『
郡
齋
読
書
志
』
が
「
風
俗
通
」

と
す
る
の
み
で
、
他
の
経
籍
志
等
は
「
風
俗
通
義
」
と
す
る
。 
九 
「
四
庫
提
要
」
は
「
黄
伯
思
東
觀
餘
論
謂
世?

之
名
、
肇
於
劉
向
、

其
書
巳
亡
。
故
義
慶
所
集
名
世?

新
書
。
段
成
式
酉
陽
雜
組
引
王
敦

澡
豆
事
、
尚
作
世?

新
書
可
證
。
不
知
何
人
改
爲
新
語
、
蓋
近
世
所

傳
。
然
相
沿
巳
久
、
不
能
復
正
矣
」
と
す
る
。
ま
た
清
の
沈
涛
は
『
銅

熨
斗
齋
隨
筆
』
巻
七
に
於
い
て
、『
太
平
廣
記
』
に
は
「
世
説
新
書
」

と
い
う
呼
称
で
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
宋
初
に
於
い
て

は
そ
の
よ
う
な
名
称
で
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
そ
の
一
方
で
『
藝
文

類
聚
』
や
『
北
堂
書
鈔
』
等
の
類
書
で
は
、「
世
説
」
と
呼
称
さ
れ
て

引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
新
書
・
新
語
皆
後
起
之
名
」
と

す
る
。 

一
〇 

『
漢
書
』
藝
文
志
に
は
「
淮
南
内
二
十
一
篇
、
外
三
十
三
篇
」

と
あ
る
。
ま
た
梁
章
鉅
『
退
菴
随
筆
』
巻
十
七
に
は
、「
鴻
烈
之
義
、

一
見
於
本
書
「
要
略
訓
」、
而
高
誘
敍
中
亦
言
「
講
論
道
德
、
總
統
仁

義
、
而
著
此
書
、
號
曰
『
鴻
烈
』」。
故
内
篇
亦
有
稱
『
鴻
烈
解
』
者
。

誘
又
曰
「
光
録
大
夫
劉
向
、
校
定
撰
具
、
名
之
『
淮
南
』。「
藝
文
志
」

亦
向
・?

所
述
、
是
當
時
品
題
『
淮
南
』、
不
必
稱
子
、
直
至
「
隋
志
」

始
題
『
淮
南
子
』
也
」
と
あ
る
。 

一
一 

『
史
記
』
呂
不
韋
伝
に
「
呂
不
韋
乃
使
其
客
人
人
著
所
聞
、
集

論
以
爲
八
覽
・
六
論
・
十
二
紀
、
二
十
餘
萬
言
。
以
爲
備
天
地
萬
物

古
今
之
事
、
號
曰
呂
氏
春
秋

、
、
、
、
」
と
あ
り
、『
漢
書
』
司
馬
遷
伝
に
は
「
不

韋
遷
蜀
、
世
傳
呂
覽
、
、
」
と
あ
る
。
ま
た
『
文
史
通
義
』
繁
稱
に
も
以

下
の
様
に
あ
る
。 

古
人
著
書
、
往
往
不
標
篇
名
。
後
人
校
讐
、
即
以
篇
首
字
句
名
篇
、

不
標
書
名
。
後
世
校
讐
、
即
以
其
人
名
書
。
此
見
古
人
無
意
爲
標

榜
也
。
其
有
篇
名
書
名
者
、
皆
明
白
易
曉
。
未
嘗
有
意
爲
弔
詭
也
。

然
而
一
書
兩
名
、
先
後
文
質
、
未
能
一
定
、
則
皆
校
讐
諸
家
、
易

名
著
録
、
相
沿
不
察
。
遂
開?

異
。
初
非
著
作
之
人
、
自
尚
新
奇

爲
弔
詭
也
。
有
本
名
質
、
而
著
録
從
文
者
。
有
本
名
文
、
而
著
録

從
質
者
。
有
書
本
全
、
而
爲
人
偏
擧
者
。
有
書
本
偏
、
而
爲
人
全

稱
者
。
學
者
不
可
不
知
也
。
本
名
質
而
著
録
從
文
者
、
老
子
本
無

經
名
、
而
書
尊
道
德
、
莊
子
本
以
人
名
、
而
書
著
南
華
之
類
是
也
。

本
名
文
而
著
録
從
質
者
、
劉
安
之
書
、
本
名
鴻
烈
解
、
而
漢
志
但

著
淮
南
内
外
、?

通
之
書
、
本
名
雋
永
、
而
漢
志
但
著?

通
本
名

之
類
是
也
。
書
名
本
全
而
爲
人
偏
擧
者
、
呂
氏
春
秋
有
十
紀
八
覽

六
論
、
而
後
人
或
稱
呂
覽
、
屈
原
二
十
五
篇
、
離
騷
其
首
篇
、
而

後
世
竟
稱
騷
賦
之
類
是
也
。
書
名
本
偏
而
爲
人
全
稱
者
、
史
記
爲

書
策
紀
載
總
名
、
而
後
人
專
名
太
史
公
書
。
孫
武
八
十
餘
篇
、
有

圖
有
書
、
而
後
人
即
十
三
篇
稱
孫
子
之
類
是
也
。
此
皆
校
讐
著
録

之
家
所
當
留
。
雖
亦
質
文
升
降
、
時
會
有
然
。
而
著
録
之
家
、
不

爲
別
白
、
則
其
流
弊
、
無
異
別
號
稱
名
之
弔
詭
矣
。 

『
文
史
通
義
』
繁
稱
で
は
、
書
名
の
変
遷
に
つ
い
て
四
つ
に
分
類

す
る
。
す
な
わ
ち
①
元
は
そ
の
本
質
を
書
名
と
し
た
が
、
著
録
の
際

に
飾
り
立
て
た
も
の
（『
老
子
』『
荘
子
』）。
②
元
は
飾
り
立
て
さ
れ

た
書
名
が
、
著
録
の
際
に
そ
の
本
質
を
示
す
書
名
に
し
た
も
の
（『
淮

南
子
』『
雋
永
』）。
③
元
は
書
物
の
一
側
面
の
み
が
書
名
と
な
っ
て

い
た
が
、
後
人
に
よ
っ
て
全
て
を
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
（『
史
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記
』『
孫
子
』）。
④
元
は
そ
ろ
っ
て
い
た
が
、
後
人
が
省
略
し
て
改

変
し
た
も
の
（『
呂
氏
春
秋
』『
楚
辞
』）
で
あ
る
。『
校
讎
通
義
』
の

本
文
「
蓋
古
人
稱
名
樸
、
後
人
入
於
華
」
は
即
ち
、『
文
史
通
義
』

の
「
有
本
名
質
、
而
著
録
從
文
者
」
と
同
様
の
こ
と
を
指
す
と
解
釈

し
た
。 

一
二 

班
照
は
後
漢
の
扶
風
安
陸
の
人
。
一
名
に
姫
。
字
は
恵
姫
、
ま

た
恵
班
。
班
彪
の
娘
で
、
班
固
の
妹
。
班
固
が
死
去
し
た
後
、『
漢
書
』

の
八
表
・
天
文
志
を
制
作
し
た
。『
後
漢
書
』
曹
世
叔
妻
に
「
和
帝
詔

昭
就
東
觀
臧
書
閣
踵
而
成
之
。
帝
數
召
入
宮
、
令
皇
后
諸
貴
人
師
事

焉
、
號
曰
大
家
」
と
あ
る
。
な
お
、『
通
志
』
藝
文
略
に
於
い
て
は
『
班

昭
集
』は
漢
、『
曹
大
家
集
』は
後
漢
に
分
類
さ
れ
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

一
三 

清
の
江
藩
『
經
解
入
門
』
に
「
考
據
者
、
考
歴
代
之
名
物
象
數

典
章
制
度
、
實
而
有
據
者
也
」
と
あ
る
。 

一
四 

張
君
房
は
宋
人
。
字
は
不
明
。
官
は
尚
書
度
支
員
外
郎
・
集
賢

校
理
。『
雲
笈
七
籤
』
の
編
者
。
な
お
、『
郡
齋
読
書
志
』
に
は
「?

紳?

説
二
十
卷

。
皇
朝
唐
英
君
房

、
、
、
、
撰
。
君
房
博
通
釋
老
、
善
著
書
。

如
『
名
臣
傳
』『
蜀
檮?

』」
と
あ
る
。 

一
五 

張
唐
英
は
宋
人
。
字
は
次
功
。『
郡
齋
讀
書
志
』
に
於
い
て
張
君

房
と
張
唐
英
と
が
同
一
の
人
物
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
並

び
に
『
名
臣
傳
』『
蜀
檮?

』
等
が
張
君
房
の
作
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
王
重
民
氏
は
『
校
讎
通
義
通
解
』
中
で
盧
文?

『
群
書

拾
補
』
の
「
按
張
唐
英
字
次
功
。
是
張
商
英
天
覺
兄
、
張
君
房
乃
別

一
人
。
晁
誤
認
爲
一
人
、
而
以
『
名
臣
傳
』『
蜀
檮?

』
皆
歸
之
君
房
、

誤
甚
」
を
引
く
。 

補
鄭
［
注
一
］

第
六 

 

【
原
文
】 

 

鄭
樵
論
書
有
名
亡
實
不
亡
［
注
二
］、
其
見
甚
卓
。
然
亦
有
發
言

太
易
者
、
如
云
「
鄭
玄
『
三
禮
目
録
』［
注
三
］

雖
亡
、
可
取
諸
『
三

禮
』［
注
四
］。
」
則
今
按
以
『
三
禮
正
義
』、
其
援
引
鄭
氏
『
目
録
』、

多
與
劉
向
篇
次
不
同
［
注
五
］、
是
當
日
必
有
説
矣
、
而
今
不
得
見

也
。
豈
可
曰
取
之
『
三
禮
』
乎
。
」
又
曰
「『
十
三
代
史
目
』
雖

亡
、
可
取
諸
『
十
三
代
史
』［
注
六
］
。
」
考
『
藝
文
』
所
載
『
十

三
代
史
目
』、
有
唐
宗
諌
及
殷
仲
茂
兩
家
［
注
七
］
。
宗
諫
之
書
凡

十
卷
、
仲
茂
之
書
止
三
卷
、
詳
略
如
此
不
同
、
其
中
亦
必
有
説
。

豈
可
曰
取
之
『
十
三
代
史
』
而
已
乎
。
其
餘
所
論
、
多
不
出
此
、

若
求
之
於
古
而
不
得
、
無
可
如
何
、
而
旁
求
於
今
有
之
書
、
則

可
矣
。
如
云
古
書
雖
亡
而
實
不
亡
、
談
何
容
易
耶
。 

 
 

右
六
之
一 

 
 【

訓
読
文
】 

 
鄭
樵 

書
に
名
亡
ぶ
も
実
亡
び
ざ
る
有
り
と
論
ず
る
は
、其
の

見
甚
だ
卓
る
。
然
れ
ど
も
亦
た
発
言
太
だ
易
き
者
有
り
、「
鄭
玄

の
『
三
礼
目
録
』
亡
ぶ
と
雖
も
、
諸
を
『
三
礼
』
に
取
る
べ
し
。」
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と
云
う
が
如
き
は
、
則
ち
今
按
ず
る
に
『
三
礼
正
義
』
を
以
て

す
る
に
、
其
れ
鄭
氏
の
『
目
録
』
を
援
引
し
、
多
く
劉
向
の
篇

次
と
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
是
れ
当
日
は
必
ず
説
有
れ
ど
も
、
今

見
る
を
得
ず
。
豈
に
之
れ
を
『
三
礼
』
よ
り
取
る
と
曰
う
べ
け

ん
や
。
又
「『
十
三
代
史
目
』
亡
ぶ
と
雖
も
、
諸
を
『
十
三
代
史
』

に
取
る
べ
し
。」
と
曰
う
。『
芸
文
』
に
載
す
る
所
の
『
十
三
代

史
目
』
を
考
う
る
に
、
唐
の
宗
諫
及
び
殷
仲
茂
の
両
家
有
り
。

宗
諫
の
書
凡
そ
十
巻
、
仲
茂
の
書
止
だ
三
巻
、
詳
略
此
の
如
く

同
じ
か
ら
ず
、
其
の
中
に
も
亦
た
必
ず
説
有
ら
ん
。
豈
に
之
れ

を
『
十
三
代
史
』
よ
り
取
る
と
曰
う
べ
き
の
み
な
ら
ん
や
。
其

の
余
論
ず
る
所
、
多
く
は
此
れ
よ
り
出
で
ず
、
若
し
之
を
古
に

求
め
て
得
ず
、
如
何
と
も
す
べ
き
無
く
、
而
し
て
旁
く
今
有
の

書
に
求
む
る
は
、
則
ち
可
な
り
。
古
書
亡
ぶ
と
雖
も
実
は
亡
び

ず
と
云
う
が
如
き
は
、
談
ず
る
こ
と
何
ぞ
容
易
な
ら
ん
や
。 

 
 

右
六
の
一 

 
 【
現
代
語
訳
】 

 

鄭
樵
が
、
書
物
に
は
名
は
亡
び
て
も
実
際
は
亡
ん
で
い
な
い

も
の
が
あ
る
と
論
じ
て
い
る
の
は
、
卓
見
で
あ
る
。
し
か
し
、

ま
た
、
あ
ま
り
に
も
容
易
に
考
え
て
い
る
発
言
も
あ
り
、
例
え

ば
、「
鄭
玄
の
『
三
礼
目
録
』
は
す
で
に
亡
ん
だ
と
い
っ
て
も
、

『
三
礼
』か
ら
そ
の
内
容
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。」と
い
う
が
、

今
、『
三
礼
正
義
』
を
見
て
み
る
と
、
そ
れ
は
鄭
玄
の
『
三
礼
目

録
』
を
証
拠
と
し
て
引
用
し
て
い
る
が
、
多
く
が
劉
向
の
篇
次

と
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
当
時
必
ず
（
鄭
玄
の
）

説
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
今
で
は
わ
か
ら
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
ど
う
し
て
『
三
礼
目
録
』
を
『
三
礼
』
か
ら
取
る
こ
と
が

で
き
る
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、「『
十
三
代
史
目
』
は

す
で
に
亡
ん
だ
と
い
っ
て
も
、
正
史
の
『
十
三
代
史
』
か
ら
そ

の
内
容
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
い
っ
て
い
る
が
、『
通
志
』

芸
文
略
に
記
載
す
る
と
こ
ろ
の『
十
三
代
史
目
』を
考
え
る
と
、

唐
代
の
宗
諫
及
び
殷
仲
茂
が
作
っ
た
二
種
類
が
あ
る
。
宗
諫
の

書
は
全
部
で
十
巻
、
殷
仲
茂
の
書
は
わ
ず
か
に
三
巻
で
あ
り
、

精
粗
詳
略
に
こ
れ
ほ
ど
の
違
い
が
あ
る
か
ら
に
は
、
そ
の
中
に

は
ま
た
必
ず
（
そ
れ
ぞ
れ
の
）
説
が
あ
っ
た
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
、
ど
う
し
て
『
十
三
代
史
目
』
を
正
史
の
『
十
三
代
史
』
か

ら
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
他
の
論

も
、
多
く
は
こ
の
範
囲
を
出
て
い
な
い
。
も
し
古
の
も
の
を
求

め
て
も
得
ら
れ
ず
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
て
、
今
あ
る
書
物
か

ら
あ
ま
ね
く
取
ろ
う
と
い
う
な
ら
、
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
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古
書
に
は
す
で
に
亡
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
て
も
、
実
際
に
は
亡

び
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
な
ど
と
、
ど
う
し
て
簡
単
に
語
る
こ

と
が
出
来
よ
う
か
。 

 
 

以
上
六
之
一 

 
 【

訳
注
】 

一 

鄭
樵
の
議
論
を
補
う
の
で
あ
る
。
本
章
の
「
補
鄭
」
は
内
藤
本
で

は
「
補
書
有
名
亡
實
不
亡
論
」
二
篇
と
題
さ
れ
て
い
る
。 

二 

鄭
樵
『
通
志
』
校
讎
略
「
書
有
名
亡
實
不
亡
論
」
に
は
次
の
よ
う

に
あ
る
。 

「
書
有
亡
者
、
有
雖
亡
而
不
亡
者
、
有
不
可
以
不
求
者
、
有
不
可

求
者
。「
文
言
略
例
」
雖
亡
、
而
『
周
易
』
具
在
。
漢
・
魏
・
呉
・

晉
『
鼓
吹
曲
』
雖
亡
、
而
『
樂
府
』
具
在
。『
三
禮
目
録
』
雖
亡
、

可
取
諸
三
『
禮
』。『
十
三
代
史
目
』
雖
亡
、
可
取
諸
十
三
代
史
。

常
鼎
寶
『
文
選
著
作
人
名
目
録
』
雖
亡
、
可
取
諸
『
文
選
』。
孫
玉

汝
『
唐
列
聖
實
録
』
雖
亡
、
可
取
諸
唐
實
録
。『
開
元
禮
目
録
』
雖

亡
、
可
取
諸
『
開
元
禮
』。
凡
此
之
類
、
名
雖
亡
而
實
不
亡
者
也
。
」 

三 

『
礼
記
』
全
四
十
九
篇
は
各
々
独
立
し
た
内
容
を
も
っ
て
お
り
、

こ
れ
を
体
系
的
に
捉
え
る
た
め
、
鄭
玄
は
『
三
礼
目
録
』
を
作
っ
た
。

ま
た
、
劉
向
の
『
別
録
』
に
依
り
つ
つ
、
各
篇
を
内
容
別
に
分
類
し

た
。 

四 

『
儀
礼
』・『
周
礼
』・『
礼
記
』
の
こ
と
。
漢
以
後
の
称
で
あ
る
。

『
後
漢
書
』
董
鈞
傳
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

「
中
興
、
鄭
衆
傳
周
官
經
、
後
馬
融
作
周
官
傳
、
授
鄭
玄
、
玄
作

周
官
注
。
玄
本
習
小
戴
禮
、
後
以
古
經
校
之
、
取
其
義
長
者
、
故

為
鄭
氏
學
。
玄
又
注
小
戴
所
傳
禮
記
四
十
九
篇
、
通
為
三
禮
焉
。
」 

五 

劉
向
『
別
録
』
は
『
禮
記
』
四
十
九
篇
を
十
門
に
分
類
し
て
い
る
。

制
度
（
曲
禮
上
・
下
、
王
制
、
禮
器
、
少
儀
、
深
衣
）・
明
堂
陰
陽
記

（
月
令
、
明
堂
位
）・
喪
服
（
曾
子
問
、
喪
服
小
記
、
雜
記
上
・
下
、

喪
大
記
、
奔
喪
、
問
喪
、
服
問
、
間
傳
、
三
年
問
、
喪
服
四
制
）・
世

子
法
（
文
王
世
子
）・
子
法
（
内
則
）・
祭
祀
（
郊
特
牲
、
祭
法
、
祭

義
、
祭
統
）・
樂
記
（
樂
記
）・
吉
禮
（
投
壷
、
郷
飲
酒
義
、
射
義
）・

吉
事
（
冠
義
、?

義
、
燕
義
、
聘
義
）・
通
論
（
檀
弓
上
・
下
、
禮
運
、

玉
藻
、
大
傳
、
學
記
、
經
解
、
哀
公
問
、
仲
尼
燕
居
、
孔
子
間
居
、

坊
記
、
中
庸
、
表
記
、
緇
衣
、
儒
行
、
大
學
） 

六 

鄭
樵
『
通
志
』
藝
文
略
三
に
「『
十
三
代
史
選
』
五
十
卷
」
と
あ
り
、

注
に
「
叙
『
史
記
』・
前
後
漢
・『
三
國
志
』・
晉
・
宋
・
齊
・
梁
・
陳
・

後
魏
・
北
齊
・
後
周
・
隋
十
三
家
史
。」
と
あ
る
。 

七 

鄭
樵
『
通
志
』
藝
文
略
「
目
録
類
」
に
、「『
十
三
代
史
目
』
十
卷
、

唐
宗
諌
撰
。」、
ま
た
「『
十
三
代
史
目
』」
三
卷
、
殷
仲
茂
撰
。」
と
あ

る
。 

 
 【

原
文
】 

 
若
求
之
於
古
而
不
得
、
無
可
如
何
、
而
求
之
今
有
之
書
、
則

又
有
采
輯
補
綴
之
成
法
、
不
特
如
鄭
樵
所
論
已
也
。
昔
王
應
麟

以
『
易
學
』
獨
傳
王
弼
、『
尚
書
』
止
存
『
僞
孔
傳
』、
乃
采
鄭
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玄
『
易
』
注
『
書
』
注
之
見
於
羣
書
者
、
爲
鄭
氏
『
周
易
』、
鄭

氏
『
尚
書
』
注
。
又
以
四
家
之
『
詩
』、
獨
『
毛
傳
』
不
亡
、
乃

采
三
家
『
詩
』
説
之
見
於
羣
書
者
、
爲
『
三
家
詩
考
』［
注
一
］
。

嗣
後
好
古
之
士
、
踵
其
成
法
、
往
往
綴
輯
逸
文
、
捜
羅
略
遍
。

今
按
緯
候
之
書
［
注
二
］
、
往
往
見
於
『
毛
詩
』『
禮
記
』
注
疏
及

『
後
漢
書
』、
漢
魏
雜
史
、
往
往
見
於
『
三
國
志
』。
摯
虞
『
流

別
』
及
『
文
章
志
』、
往
往
見
於
『
文
選
』、
六
朝
詩
文
集
、
多

見
採
於
『
北
堂
書
鈔
』、『
藝
文
類
聚
』。
唐
人
載
籍
、
多
見
採
於

『
太
平
御
覧
』、『
文
苑
英
華
』。
一
隅
三
反
［
注
三
］、
充
類
求
之
、

古
逸
之
可
採
者
多
矣
。 

 
 

右
六
之
二 

 
 【

訓
読
文
】 

 

若
し
之
を
古
に
求
め
て
得
ず
、
如
何
と
も
す
べ
き
無
く
、
而

し
て
之
れ
を
今
有
の
書
に
求
む
れ
ば
、
則
ち
又
た
采
輯
補
綴
の

成
法
有
り
、
た
だ
に
鄭
樵
の
論
ず
る
所
の
如
き
の
み
な
ら
ず
。

昔
王
応
麟
は
『
易
学
』
は
独
り
王
弼
の
み
を
伝
え
、『
尚
書
』
止

だ
『
偽
孔
伝
』
の
み
存
す
る
を
以
て
、
乃
ち
鄭
玄
の
『
易
』
の

注
『
書
』
の
注
の
群
書
に
見
ゆ
る
者
を
采
り
て
、
鄭
氏
の
『
周

易
』、
鄭
氏
の
『
尚
書
』
注
を
為
す
。
又
た
四
家
の
『
詩
』
は
、

独
り
『
毛
伝
』
亡
び
ざ
る
を
以
て
、
乃
ち
三
家
の
『
詩
』
の
説

の
群
書
に
見
ゆ
る
者
を
采
り
て
、『
三
家
詩
考
』
を
為
す
。
嗣
後

の
古
を
好
む
の
士
、
其
の
成
法
を
踵
ぎ
、
往
往
に
し
て
逸
文
を

綴
輯
し
、
捜
羅
略
遍
す
。
今
按
ず
る
に
緯
候
の
書
、
往
往
に
し

て
『
毛
詩
』『
礼
記
』
の
注
疏
及
び
『
後
漢
書
』
注
に
見
ゆ
、
漢

魏
雑
史
は
、
往
往
に
し
て
『
三
国
志
』
注
に
見
ゆ
。
摯
虞
の
『
流

別
』
及
び
『
文
章
志
』
は
、
往
往
に
し
て
『
文
選
』
注
に
見
ゆ
、

六
朝
詩
文
集
は
、
多
く
『
北
堂
書
鈔
』、『
芸
文
類
聚
』
に
採
ら

る
。
唐
人
の
載
籍
、
多
く
『
太
平
御
覧
』『
文
苑
英
華
』
に
採
ら

る
。
一
隅
三
反
し
、
類
を
充
て
て
之
を
求
め
、
古
逸
の
採
る
べ

き
者
多
し
。 

 
 

右
六
の
二 

 
 【

現
代
語
訳
】 

 

も
し
古
書
を
求
め
て
手
に
入
れ
ら
れ
ず
、
ど
う
に
も
仕
方
な

く
、
現
存
し
て
い
る
書
物
の
中
か
ら
求
め
る
と
す
る
と
、
采
輯

補
綴
の
方
法
が
あ
り
、
鄭
樵
の
論
じ
た
も
の
だ
け
で
は
な
い
。

か
つ
て
王
応
麟
は
『
周
易
』
は
た
だ
王
弼
の
注
の
み
を
伝
え
た

が
、『
尚
書
』
の
注
は
『
偽
孔
伝
』
ま
で
し
か
な
く
、
そ
こ
で
、

多
く
の
本
に
見
え
る
鄭
玄
『
周
易
』
注
、『
尚
書
』
注
を
選
び
と
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り
集
め
て
、
鄭
氏
『
周
易
』、
鄭
氏
『
尚
書
』
注
を
作
っ
た
。
ま

た
、
四
家
の
『
詩
』
の
う
ち
、
た
だ
『
毛
傳
』
だ
け
は
亡
び
ず
、

多
く
の
本
に
見
え
る
三
家
『
詩
』
を
選
び
と
り
集
め
て
、『
三
家

詩
考
』
を
作
っ
た
。
そ
の
後
、
古
を
好
む
者
が
、
そ
の
方
法
を

継
承
し
て
、
た
び
た
び
輯
逸
書
を
作
り
、
多
く
の
本
を
徹
底
的

に
探
し
た
。
今
考
え
る
に
緯
候
の
書
は
、
た
び
た
び
『
毛
詩
』

『
礼
記
』
注
疏
、
及
び
『
後
漢
書
』
注
に
見
え
、
漢
魏
の
雑
史

は
、
た
び
た
び
『
三
国
志
』
注
に
見
え
る
。
摯
虞
の
『
流
別
』、

及
び
『
文
章
志
』
は
、『
文
選
』
注
に
見
え
、
六
朝
詩
文
集
は
、

多
く
『
北
堂
書
鈔
』、『
芸
文
類
聚
』
に
見
え
と
ら
れ
て
い
る
。

唐
代
の
人
の
書
籍
は
、
多
く
『
太
平
御
覧
』、『
文
苑
英
華
』
に

と
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
の
方
法
が
理
解
で
き
れ
ば
類
推
し
て
多

く
の
こ
と
を
知
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
方
法
で
欠
け
を
な

く
し
、
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
古
書
を
見
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
あ
る
だ
ろ
う
。 

 
 

以
上
六
の
二 

 
 【
訳
注
】 

一 

漢
代
、
詩
経
を
伝
え
た
斉
・
魯
・
韓
の
三
家
の
詩
。
斉
詩
は
斉
人

轅
固
生
、
魯
詩
は
魯
人
申
培
、
韓
詩
は
燕
人
韓
嬰
が
そ
れ
ぞ
れ
伝
え

た
。
魯
人
毛
亨
の
伝
え
た
毛
詩
を
加
え
て
四
家
詩
と
い
う
。 

二 

七
経
の
緯
と
尚
書
中
候
の
こ
と
を
い
う
。『
後
漢
書
』
巻
八
十
二
上 

方
術
列
伝
第
七
十
二
上
に
「
至
乃
河
洛
之
文
、
龜
龍
之
圖
、
箕
子
之

術
、
師
曠
之
書
、
緯
候
之
部
、
鈐
決
之
符
、
皆
所
以
探
抽
冥

?

、
參

驗
人
區
、
時
有
可
聞
者
焉
。」
と
あ
る
。
注
に
「
緯
、
七
經
緯
也
。
候
、

尚
書
中
候
也
。」
と
あ
る
。 

三 

『
論
語
』
述
而
篇
の
「
子
曰
、
不
憤
不
啓
、
不?

不
發
、
舉
一
隅

不
以
三
隅
反
、
則
不
復
也
。」
に
基
づ
く
。 

 
 【

原
文
】 

 

鄭
樵
論
書
有
不
足
於
前
朝
而
足
於
後
世
者
、
以
爲
『
唐
志
』

所
得
舊
書
、
盡
『
梁
書
』
巻
帙
、
而
多
於
隋
［
注
一
］
、
謂
唐
人
能

按
王
儉
『
七
志
』、
阮
孝
緒
『
七
録
』
以
求
之
之
功
、
是
則
然
矣
。

但
竟
以
巻
帙
之
多
寡
、
定
古
書
之
全
缺
、
則
恐
不
可
盡
信
也
。

且
如
應
劭
『
風
俗
通
義
』、
劭
自
序
實
止
十
巻
、『
隋
書
』
亦
然
、

至
『
唐
志
』
乃
有
三
十
巻
、
又
非
有
疏
解
家
爲
之
離
析
篇
第
、

其
書
安
所
得
有
三
倍
之
多
乎
。
然
今
世
所
傳
『
風
俗
通
義
』、
乃

屬
不
全
之
書
、
豈
可
遽
以
巻
帙
多
寡
定
書
之
全
不
全
乎
。 

 
 

右
六
之
三 

 
 
 
 

【
訓
読
文
】 

 

鄭
樵 
書
に
前
朝
に
足
ら
ず
し
て
後
世
に
足
る
者
有
り
と
論
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じ
、
以
て
『
唐
志
』
に
得
る
所
の
旧
書
、『
梁
書
』
の
巻
帙
を
尽

く
し
て
隋
よ
り
多
し
と
為
す
、
唐
人
能
く
王
倹
の
『
七
志
』、
阮

孝
緒
の
『
七
録
』
を
按
じ
以
て
之
を
求
む
る
の
功
と
謂
う
は
、

是
れ
則
ち
然
り
。
但
だ
竟
に
巻
帙
の
多
寡
を
以
て
、
古
書
の
全

欠
を
定
む
る
は
、則
ち
恐
ら
く
尽
く
は
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

且
つ
応
劭
の
『
風
俗
通
義
』
の
如
き
は
、
劭
の
自
序
に
実
に
止

だ
十
巻
と
あ
り
、『
隋
書
』
も
亦
た
然
り
、『
唐
志
』
に
至
り
て

乃
ち
三
十
巻
と
有
り
、
又
た
疏
解
家
之
が
篇
第
を
離
析
す
る
を

為
す
有
る
に
非
ず
ん
ば
、
其
の
書
安
く
ん
ぞ
得
る
所
三
倍
の
多

き
こ
と
有
ら
ん
や
。
然
れ
ど
も
今
世
に
伝
う
る
所
の
『
風
俗
通

義
』
は
、
乃
ち
不
全
の
書
に
属
す
、
豈
に
に
わ
か
に
巻
帙
の
多

寡
を
以
て
書
の
全
と
不
全
と
を
定
む
べ
け
ん
や
。 

 
 

右
六
之
三 

 
 【

現
代
語
訳
】 

 

鄭
樵
は
、
書
物
に
は
前
代
に
不
足
で
あ
っ
た
本
が
後
に
な
っ

て
完
足
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
、「『
新
唐
書
』
芸
文
志
の
古

書
は
、梁
の
物
を
中
に
含
み
つ
つ
も
隋
の
通
り
に
な
っ
た
」、「
そ

れ
は
唐
の
人
が
王
倹
の
『
七
志
』、
阮
孝
緒
の
『
七
録
』
に
よ
っ

て
欠
け
て
い
た
も
の
を
求
め
た
功
績
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
巻
数
の
多
少
の

み
で
古
書
の
全
欠
を
定
め
る
こ
と
は
、
完
全
に
は
信
じ
ら
れ
な

い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
応
劭
の
『
風
俗
通
義
』
は
、
自
序
に
た

だ
十
巻
と
あ
り
、『
隋
書
』経
籍
志
も
ま
た
十
巻
と
し
て
い
る
が
、

『
新
唐
書
』
芸
文
志
に
至
っ
て
三
十
巻
と
あ
る
。（
こ
れ
は
）
疏

解
者
が
巻
や
篇
を
分
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
書
は
ど
う
し
て
三
倍

も
多
く
な
っ
て
出
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
上
の
よ
う
で
あ

る
と
す
る
と
、
現
在
伝
わ
っ
て
き
て
い
る
『
風
俗
通
義
』
は
、

整
理
さ
れ
て
い
な
い
不
完
全
な
書
物
と
な
る
の
で
、
ど
う
し
て

巻
の
多
少
で
そ
の
書
が
完
全
な
の
か
不
完
全
な
の
か
定
め
る
こ

と
が
出
来
よ
う
か
。 

 
 

以
上
六
の
三 

 
 【

訳
注
】 

一 

鄭
樵
『
通
志
』
校
讎
略
「
闕
書
備
於
後
世
論
」
に
次
の
よ
う
に
あ

る
。 「
古
之
書
籍
、
有
不
足
於
前
朝
而
足
於
後
世
者

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。
觀
『
唐
志
、
、
』
所、

得
舊
書

、
、
、
、
盡
梁
書
巻
帙
而
多
於
隋

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
蓋
梁
書
至
隋
、
所
失
已
多
、

而
巻
帙
不
全
者
又
多
。
唐
人
按
王
儉

、
、
、
、
、
『
七
志
、
、
』・
阮
孝
緒

、
、
、
『
七
録
、
、
』

捜
訪
圖
書

、
、
、
、
、
所
以
巻
帙
多
於
隋
、
而
復
有
多
於
梁
者
。
如
『
陶
潜

集
』、
梁
有
五
卷
、
隋
有
九
卷
、
唐
乃
有
二
十
卷
。
諸
書
如
此
者
甚

多
、
孰
謂
前
代
亡
書
、
不
可
備
於
後
代
乎
。
」 
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校
讎
條
理
［
注
一
］

第
七 

 
 【

原
文
】 

 

鄭
樵
論
求
書
遣
官
、
校
書
久
任
之
説
［
注
二
］、
真
得
校
讎
之
要

義
矣
。
顧
求
書
出
於
一
時
、
而
求
之
之
法
、
亦
有
善
與
不
善
。

徒
曰
遣
官
而
己
、
未
見
奇
書
秘
策
之
必
無
遺
逸
也
。
夫
求
書
在

一
時
、
而
治
書
在
平
日
。
求
書
之
要
、
即
鄭
樵
所
謂
其
道
有
八
、

無
遺
議
矣
［
注
三
］
。
治
書
之
法
、
則
鄭
樵
所
未
及
議
也
。
古
者
同

文
稱
治
［
注
四
］
。
漢
制
、
吏
民
上
書
、
字
或
不
正
、
輒
舉
劾
［
注
五
］
。

蔡?

正
定
石
經

、
以
謂
四
方
之
民
、
至
有
賄
改
蘭
臺
漆
書
、
以

合
私
家
文
字
者
［
注
六
］。
是
當
時
郡
國
傳
習
、
容
有
與
中
書
不
合

者
矣
。
然
此
特
就
小
學
字
體
言
之
也
。
若
紀
載
傳
聞
、『
詩
』『
書
』

雜
誌
、
真
訛
糾
錯
、
疑
似
兩
淆
［
注
七
］。
又
書
肆
説
鈴
［
注
八
］、
識

大
識
小
［
注
九
］
、
歌
謡
風
俗
、
或
正
或
偏
。
其
或
山
林
枯
槁
、
專

門
名
家
、
薄
技
偏
長
［
注
一
〇
］
、
稗
官?

説

、
其
隱
顯
出
没
、
大

抵
非
一
時
徴
求
所
能
彙
集
、
亦
非
一
時
討
論
所
能
精
詳
。
凡
若

此
者
、
並
當
於
平
日
責
成
州
縣
學
校
師
儒
講
習
、
考
求
是
正
、

著
爲
録
籍
、
略
如
人
戸
之
有
版
圖
［
注
一
一
］
。
載
筆
之
士
、
果
能

發
明
道
要
、
自
致
不
朽
、
願
託
於
官
者
聽
之
。
如
是
、
則
書
掌

於
官
、
不
致
散
逸
、
其
便
一
也
。
事
有
稽
檢
、
則
奇?

不
衷
之

説
、
淫?

邪
蕩
之
詞

、
無
由
伏
匿
、
以
干
禁
例
、
其
便
二
也
。

求
書
之
時
、
按
籍
而
稽
、
無
勞
捜
訪
、
其
便
三
也
。
中
書
不
足
、

稽
之
外
府
、
外
書
訛
誤
、
正
以
中
書
。
交
互
爲
功
、
同
文
稱
盛
、

其
便
四
也
。
此
爲
治
書
之
要
、
當
議
於
求
書
之
前
者
也
。［
原
注
：

書
掌
於
官
、
私
門
無
許
自
匿
著
述
、
最
爲
合
古
。
然
數
千
年
無
行
之
者
、
一

旦
爲
之
、
亦
自
不
易
。
學
官
難
得
通
人
、
館
閣
校
讎
未
必
盡
是
、
向
・?

一

流
不
得
其
人
、
則
窒
礙
難
行
、
甚
或
漸
啓
挾
持
訛
詐
、
騒
擾
多
事
之
漸
、
則

不
但
無
益
而
有
損
矣
。
然
法
固
待
人
而
行
、
不
可
因
一
時
難
行
、
而
不
存
其

説
也
。］ 

 
 

右
七
之
一 

 
 【

訓
読
文
】 

 

鄭
樵 

求
書
遣
官
、
校
書
久
任
の
説
を
論
ず
る
は
、
真
に
校
讎

の
要
義
を
得
。
顧
だ
求
書
は
一
時
に
出
づ
る
も
、
而
し
て
之
を

求
む
る
の
法
、
亦
た
善
と
不
善
と
有
り
。
徒
だ
遣
官
と
曰
う
而

己
な
れ
ば
、
未
だ
奇
書
秘
策
の
必
ず
遺
逸
無
き
を
見
ず
。
夫
れ

求
書
は
一
時
に
在
る
も
、
而
し
て
治
書
は
平
日
に
在
り
。
求
書

の
要
は
、即
ち
鄭
樵
の
所
謂
其
の
道
に
八
有
る
に
、遺
議
無
し
。

治
書
の
法
は
、
則
ち
鄭
樵
の
未
だ
議
に
及
ば
ざ
る
所
な
り
。
古

者
同
文
に
し
て
治
を
称
す
。
漢
制
、
吏
民
上
書
し
て
、
字
或
い
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は
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
輒
ち
挙
げ
て
劾
せ
ら
る
。
蔡?

 

石
経
を

正
定
す
る
に
、
以
て
謂
わ
く
、
四
方
の
民
、
賄
い
て
蘭
台
の
漆

書
を
改
め
て
、以
て
私
家
の
文
字
に
合
す
る
者
有
る
に
至
る
と
。

是
れ
当
時
郡
国
の
伝
習
、容
に
中
書
と
合
わ
ざ
る
者
有
る
べ
し
。

然
れ
ど
此
れ
特
だ
小
学
字
体
に
就
き
て
之
を
言
う
の
み
。
紀
載

伝
聞
、『
詩
』『
書
』
雑
誌
の
若
き
は
、
真
訛
糾
錯
し
て
、
疑
似

両
淆
す
。
又
た
書
肆
、
説
鈴
、
識
大
識
小
、
歌
謡
風
俗
、
或
い

は
正
し
く
或
い
は
偏
る
。
其
れ
或
い
は
山
林
の
枯
槁
、
専
門
名

家
、
薄
技
偏
長
、
稗
官?

説

、
其
れ
隠
顕
出
没
す
れ
ば
、
大
抵

は
一
時
徴
求
の
能
く
彙
集
す
る
所
に
は
非
ず
、
亦
た
一
時
討
論

の
能
く
精
詳
す
る
所
に
非
ず
。
凡
そ
此
く
の
若
き
者
、
並
び
に

当
に
平
日
に
於
い
て
州
県
学
校
の
師
儒
を
責
成
し
て
講
習
せ
し

む
べ
し
。
考
求
是
正
し
、
著
し
て
録
籍
を
為
す
こ
と
、
ほ
ぼ
人

戸
の
版
図
有
る
が
如
し
。
載
筆
の
士
、
果
し
て
能
く
道
要
を
発

明
し
、
自
ら
不
朽
を
致
せ
ば
、
官
者
に
託
し
て
之
を
聴
す
る
を

願
う
。
是
く
の
如
く
ん
ば
、
則
ち
書
は
官
に
掌
ら
れ
、
散
逸
を

致
さ
ず
、
其
の
便
の
一
な
り
。
事
に
稽
検
有
れ
ば
、
則
ち
奇
邪

不
衷
の
説
、
淫?

邪
蕩

の
詞
、
由
り
て
伏
匿
し
、
以
て
禁
例
を

干
す
無
し
、
其
の
便
の
二
な
り
。
求
書
の
時
、
籍
を
按
じ
て
稽

う
れ
ば
、
捜
訪
に
労
す
る
無
し
、
其
の
便
の
三
な
り
。
中
書
足

ら
ざ
れ
ば
、
之
を
外
府
に
稽
え
、
外
書
に
訛
誤
あ
れ
ば
、
正
す

に
中
書
を
以
て
す
。
交
互
に
功
を
為
し
、
同
文 

盛
を
称
す
、
其

の
便
の
四
な
り
。
此
れ
治
書
の
要
為
り
、
当
に
求
書
の
前
に
議

す
べ
き
者
な
り
。［
原
注
：
書
は
官
に
掌
ら
れ
、
私
門
に
自
ら
匿
れ
て
著

述
す
る
を
許
す
無
き
は
、
最
も
古
に
合
う
と
為
す
。
然
れ
ど
も
数
千
年
之
を

行
な
う
者
無
し
、
一
旦
に
之
を
為
す
は
、
亦
た
自
ず
と
易
か
ら
ず
。
学
官 

通

人
を
得
難
し
、
館
閣 

校
讎
未
だ
必
ず
し
も
尽
く
は
是
な
ら
ず
、
向
・?

一

流
其
の
人
得
ざ
れ
ば
、
則
ち
窒
礙
難
行
し
、
甚
し
き
は
或
い
は
漸
く
訛
詐
を

挾
持
し
、
多
事
を
騒
擾
す
る
の
漸
を
啓
け
ば
、
則
ち
但
だ
益
無
き
の
み
な
ら

ず
し
て
損
有
り
。
然
れ
ど
も
法
は
固
よ
り
人
を
待
ち
て
行
い
、
一
時
の
難
行

に
因
り
て
、
其
の
説
を
存
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。］ 

 
 

右
七
之
一 

 
 【

現
代
語
訳
】 

 

鄭
樵
は
、「
求
書
遣
官
、
校
書
久
任
（
書
物
の
捜
集
に
は
使
者

を
派
遣
し
、校
勘
作
業
は
長
期
任
用
す
る
）」と
論
じ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
実
に
校
讎
の
要
領
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

求
書
の
成
果
は
短
期
間
に
行
な
っ
て
こ
そ
あ
が
る
も
の
の
、
書

籍
探
索
の
方
法
に
も
上
策
と
下
策
と
が
あ
る
。
た
だ
官
吏
を
派

遣
す
る
と
い
う
だ
け
で
あ
れ
ば
、
奇
書
秘
策
の
遺
漏
な
し
と
し
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な
い
。
そ
も
そ
も
求
書
は
短
期
間
に
行
な
う
も
の
だ
が
、
治
書

は
不
断
の
こ
と
で
あ
る
。
求
書
の
要
点
は
、
鄭
樵
が
八
つ
の
方

法
を
挙
げ
て
い
て
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
が
、治
書
の
方
法
に
は
、

ま
だ
鄭
樵
が
説
き
及
ん
で
い
な
い
こ
と
も
あ
る
。
古
代
は
、
同

文
（
文
字
の
統
一
）
が
治
平
の
指
標
で
あ
っ
た
。
漢
制
で
は
、

官
吏
や
人
民
が
上
書
し
て
、
文
字
に
過
ち
が
あ
っ
た
際
に
は
、

弾
劾
さ
れ
た
と
い
う
。蔡?

が
熹
平
石
経
を
校
正
す
る
際
に
は
、

四
方
の
民
の
中
に
は
、
贈
賄
を
し
て
蘭
台
に
蔵
せ
ら
れ
た
書
物

を
改
竄
し
て
、
家
蔵
の
文
書
と
一
致
さ
せ
よ
う
と
す
る
者
が
で

る
有
様
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
窺
う
に
当
時
の
郡
国
に

つ
た
わ
る
書
物
の
内
容
は
、
宮
中
の
書
物
と
合
致
し
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
た
だ
小
学
、

字
体
に
つ
い
て
の
み
の
こ
と
で
あ
る
。
各
種
の
紀
載
や
伝
聞
、

『
詩
』『
書
』
に
関
わ
る
様
々
な
著
述
の
類
い
は
、
正
し
い
も
の

と
誤
り
と
が
入
り
交
じ
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
ほ
し
い
ま
ま
に
書

き
ち
ら
し
た
も
の
、
い
い
た
て
た
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
識

に
よ
っ
て
玉
石
混
淆
し
、
歌
謡
風
俗
に
も
、
正
し
い
も
の
、
偏

っ
た
も
の
が
あ
る
。
世
間
を
逃
れ
て
隠
遁
す
る
者
に
は
、
専
門

名
家
が
い
る
一
方
で
、
ど
う
で
も
よ
い
技
に
特
化
し
た
者
も
お

り
、
稗
官
の
く
だ
く
だ
し
い
話
柄
な
ど
、
現
れ
た
り
消
え
た
り

し
て
、
多
く
は
一
時
に
採
集
し
よ
う
と
し
て
も
尽
く
集
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
一
時
に
検
討
を
加
え
よ
う

と
し
て
も
詳
細
に
し
つ
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

す
べ
て
こ
の
よ
う
な
も
の
は
、
ど
れ
も
日
頃
か
ら
州
県
学
校
の

師
儒
に
責
任
を
も
っ
て
講
習
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
正
し
い
内

容
を
考
求
し
た
う
え
で
、
記
録
を
残
し
て
お
く
こ
と
、
ほ
ぼ
人

戸
の
帳
簿
と
図
面
が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。文
筆
の
士
で
、

道
要
を
明
ら
か
に
し
、
後
世
に
残
す
べ
き
著
述
を
な
し
た
と
思

う
者
は
、
官
吏
に
託
し
て
そ
れ
を
記
録
し
て
も
ら
う
よ
う
願
い

出
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
そ
の
土
地
の

著
述
は
官
吏
に
掌
握
さ
れ
、
散
逸
に
い
た
る
こ
と
が
な
い
、
こ

れ
が
利
点
の
第
一
で
あ
る
。
著
述
の
こ
と
に
官
吏
の
検
閲
が
加

わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
奇
矯
の
言
説
、
淫
奔
放
蕩
の
文
辞
は
、

隠
れ
よ
う
が
な
い
し
、
禁
令
を
犯
す
も
の
の
出
よ
う
も
な
く
な

る
の
は
、
そ
の
利
点
の
第
二
で
あ
る
。
求
書
の
際
に
は
、
残
し

て
お
い
た
記
録
に
し
た
が
っ
て
考
え
れ
ば
、
捜
訪
の
苦
労
も
な

く
な
る
、
そ
の
利
点
の
第
三
で
あ
る
。
宮
中
の
書
籍
に
不
足
が

あ
れ
ば
、
地
方
に
そ
れ
を
求
め
、
地
方
の
書
物
に
過
ち
が
あ
れ

ば
、
正
す
に
中
書
を
利
用
す
る
。
お
互
い
に
利
用
し
合
い
、
同

文
は
盛
ん
に
な
る
、
そ
の
利
点
の
第
四
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
治
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書
の
要
で
あ
り
、
求
書
の
前
に
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
ら
で
あ
る
。［
原
注
：
著
述
は
官
に
掌
ら
れ
、
私
門
に
隠
れ
て
著
述

を
さ
せ
な
い
の
が
、
最
も
古
代
の
制
度
に
合
致
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
実
際

に
は
数
千
年
も
の
間
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
行
な
わ
れ
て
来
な
か
っ
た
の
で

あ
り
、
急
に
そ
れ
を
し
よ
う
を
思
っ
て
も
、
ま
た
自
ず
か
ら
簡
単
に
は
い
か

な
い
の
で
あ
る
。
学
官
に
は
通
人
を
得
が
た
い
し
、
館
閣
に
お
い
て
も
校
讎

は
必
ず
し
も
全
て
を
正
し
く
行
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
向
・?

の
よ
う
な
一

流
の
人
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
事
業
は
滞
り
難
行
し
、
ひ
ど
い
場

合
は
誤
り
を
身
に
つ
け
、
多
事
を
騒
が
せ
る
風
潮
を
ひ
ら
く
こ
と
に
な
り
か

ね
ず
、
そ
う
な
れ
ば
益
が
な
い
ば
か
り
で
な
く
損
害
が
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
も
ち
ろ
ん
理
想
は
適
当
な
人
材
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
行
な
わ
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
時
に
行
な
う
の
が
難
し
い
か
ら
と
い

っ
て
、
そ
の
よ
う
な
考
え
を
捨
て
て
し
ま
っ
て
よ
い
も
の
で
は
な
い
の
で
あ

る
。］ 

 
 

以
上
七
の
一 

 
 
 
 
 
 
 
 

【
訳
注
】 

一 

本
篇
の
原
題
は
「
校
讎
須
明
條
理
論
五
篇
」
で
あ
っ
た
。 

二 

鄭
樵
『
通
志
』
校
讎
略
「
求
書
遣
使
、
校
書
久
任
論
」
一
篇
は
次

の
通
り
。 

求
書
之
官
、
不
可
不
遣
、
校
書
之
任
、
不
可
不?

。
漢
除
挟
書
之

律
、
開
獻
書
之
路
、
久
矣
。
至
成
帝
時
、
遣
謁
者
陳
農
、
求
遺
書
於

天
下
、
遂
有
七
略
之
藏
。
隋
開
皇
間
、
奇
章
公
請
分
遣
使
人
搜
訪
異

本
後
、
嘉
則
殿
藏
書
三
十
七
萬
卷
。
禄
山
之
變
、
尺
簡
無
存
、
乃
命

苗
發
等
、
使
江
淮
括
訪
至
文
宗
朝
遂
有
十
二
庫
之
書
。
唐
之
季
年
猶

遣
監
察
御
史
諸
道
搜
求
遺
書
、
知
古
人
求
書
欲
廣
、
必
遣
官
焉
、
然

後
山
林
藪
澤
可
以
無
遺
。
司
馬
遷
世
為
史
官
、
劉
向
父
子
校
讎
天
祿
、

虞
世
南
・
顔
師
古
相
繼
為
祕
書
監
、
令
孤
徳?

三
朝
當
修
史
之
任
、

孔
頴
逹
一
生
不
離
學
校
之
官
、
若
欲
圖
書
之
備
、
文
物
之
興
、
則
校

讎
之
官
、
豈
可
不
久
其
任
哉
。（
書
物
の
捜
集
に
は
使
者
を
派
遣
す

べ
き
で
あ
り
、
校
勘
作
業
は
専
任
と
す
べ
き
で
あ
る
。
漢
が
挟
書
律

を
撤
廃
し
、
献
書
の
制
度
を
始
め
て
か
ら
久
し
い
。
成
帝
の
時
に
、

謁
者
の
陳
農
を
派
遣
し
て
、
天
下
に
遺
書
を
捜
索
さ
せ
、
こ
う
し
て

『
七
略
』
に
著
録
さ
れ
る
よ
う
な
蔵
書
が
成
っ
た
。
隋
の
開
皇
年
間

に
は
牛
僧
孺
が
各
地
に
使
者
を
派
遣
し
て
異
本
を
捜
集
さ
せ
る
よ

う
願
い
出
て
、
嘉
則
殿
の
蔵
書
は
三
十
七
万
巻
を
数
え
た
。
安
禄
山

の
変
に
よ
っ
て
、
大
打
撃
を
被
っ
た
た
め
、
苗
発
ら
に
命
じ
て
、
江

淮
の
地
を
捜
索
さ
せ
文
宗
に
至
っ
て
、
十
二
の
庫
に
蔵
書
が
収
め
ら

れ
た
。
唐
末
に
は
監
察
御
史
を
諸
道
に
派
遣
し
て
遺
書
を
捜
求
さ
せ

た
。
こ
こ
か
ら
古
人
は
、
求
書
を
広
く
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
官
吏
を

派
遣
し
て
よ
う
や
く
山
林
藪
沢
に
も
遺
書
が
な
く
な
っ
た
と
い
う

こ
と
が
知
れ
る
の
で
あ
る
。
司
馬
遷
は
代
々
史
官
で
あ
り
、
劉
向
父

子
は
天
禄
閣
で
校
書
を
行
な
い
、
虞
世
南
、
顔
師
古
は
相
次
い
で
祕

書
監
と
な
り
、
令
孤
徳?

は
三
朝
に
わ
た
っ
て
修
史
の
任
に
あ
た
り
、

孔
穎
達
は
一
生
、
国
子
監
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
図
書
を
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完
備
し
、
文
物
を
隆
興
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
校
讎
の
官

は
、
長
期
間
専
任
さ
せ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。） 
三 
鄭
樵
『
通
志
』
校
讎
略
「
求
書
之
道
有
八
論
」
九
篇
は
次
の
通
り
。 
求
書
之
道
有
八
。
一
曰
即
類
以
求
、
二
曰
旁
類
以
求
、
三
曰
因
地

以
求
、
四
曰
因
家
以
求
、
五
曰
求
之
公
、
六
曰
求
之
私
、
七
曰
因
人

以
求
、
八
曰
因
代
以
求
。
當
不
一
於
所
求
也
。（
求
書
に
は
八
つ
の

方
法
が
あ
る
。
第
一
に
各
専
門
分
野
に
求
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
近
接
の
関
連
分
野
に
求
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
三

に
、
関
係
す
る
土
地
に
求
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
四
に
、
関

連
す
る
一
族
に
求
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
五
に
、
諸
官
庁
に

求
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
六
に
、
私
人
の
秘
蔵
に
求
め
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
第
七
に
、
あ
る
人
物
の
任
官
地
に
よ
っ
て
求
め

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
八
に
、
近
代
の
人
の
手
に
な
る
も
の
に

求
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
求
め
る
所
が
異
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。） 

凡
星
歴
之
書
、
求
之
靈
臺
郎
。
樂
律
之
書
、
求
之
太
常
樂
工
。
靈

臺
所
無
、
然
後
訪
民
間
之
知
星
歴
者
。
太
常
所
無
、
然
後
訪
民
間
之

知
音
律
者
。
眼
目
之
方
多
、
眼
科
家
或
有
之
。
疽?

之
方
多
、
外
醫

家
或
有
之
。
紫
堂
之
書
多
亡
、
世
有
傳
紫
堂
之
學
者
。
九
曜
之
書
多

亡
、
世
有
傳
九
星
之
學
者
。『
列
仙
傳
』
之
類
、『
道
藏
』
可
求
。
此

之
謂
即
類
以
求

、
、
、
、
。 

凡
性
命
道
徳
之
書
、
可
以
求
之
道
家
。
小
學
文
字
之
書
、
可
以
求

之
釋
氏
。
如
『
素
履
子
』『
元
真
子
』『
尹
子
』『
鬻
子
』
之
類
、
道

家
皆
有
。
如
『
倉
頡
篇
』『
龍
龕
手
鑑
』
郭?

『
音
訣
圖
字
母
』
之

類
、
釋
氏
皆
有
。
周
易
之
書
、
多
藏
於
卜
筮
家
。『
洪
範
』
之
書
、

多
藏
於
五
行
家
。
且
如?

?

『
周
易
略
例
正
義
』、
今
『
道
藏
』
有

之
。
京
房
『
周
易
飛
伏
例
』、
卜
筮
家
有
之
。
此
之
謂
旁
類
以
求

、
、
、
、
。 

『
孟
少
主
實
録
』、
蜀
中
必
有
。『
王
審
知
傳
』、?

中
必
有
。『
零

陵
先
賢
傳
』、零
陵
必
有
。『
桂
陽
先
賢
贊
』、
桂
陽
必
有
。『
京
口
記
』

者
、
潤
州
記
也
、『
東
陽
記
』
者
、?

州
記
也
。『
茅
山
記
』、
必
見

於
茅
山
觀
。『
神
光
聖
迹
』、
必
見
於
神
光
寺
。
如
此
之
類
、
可
因
地
、
、

以
求
、
、
。 

『
錢
氏
慶
系
圖
』、
可
求
於
忠
懿
王
之
家
。『
章
氏
家
譜
』、
可
求

於
申
公
之
後
。
黄
君
兪
尚
書
『
關
言
』
雖
亡
、
君
兪
之
家
在
興
化
。

王?

『
春
秋
講
義
』、
雖
亡?

之
家
在
臨

?

。
徐
寅
『
文
賦
』、
今?

田
有
之
、
以
其
家
在

?

田
。
潘
佑
文
集
、
今
長
樂
有
之
、
以
其
後
居

長
樂
。
如
此
之
類
、
可
因
家
以
求

、
、
、
、
。 

禮
儀
之
書
、
祠
祀
之
書
、
斷
獄
之
書
、
官
制
之
書
、
版
圖
之
書
、

今
官
府
有
不
經
兵
火
處
、
其
書
必
有
存
者
。
此
謂
求
之
公

、
、
、
。 

書
不
存
於
秘
府
而
出
於
民
間
者
甚
多
。
如?

州
呉
氏

、
其
家
甚

微
、
其
官
甚
卑
、
然
一
生
文
字
間
、
至
老
不
休
、
故
所
得
之
書
、
多

蓬
山
所
無
者
。
兼
藏
書
之
家
、
例
有
兩
目
録
、
所
以
示
人
者
、
未
嘗

載
異
書
、
若
非
與
人
盡
誠
盡
禮
、
彼
肯
出
其
所
秘
乎
。
此
謂
求
之
私

、
、
、
。 

郷
人
李
氏
曾
守
和
州
、
其
家
或
有
沈
氏
之
書
、
前
年
所
進

?

方
回

『
清
慎
帖
』、
蒙
賜
百
匹
兩
、
此
則
沈
家
舊
物
也
。
郷
人
陳
氏
嘗
為

湖
北
監
司
、
其
家
或
有
田
氏
之
書
、
臣
嘗
見
其
有
荊
州
田
氏
目
録
、

若
迹
其
官
守
、
知
所
由
来
、
容
或
有
焉
。
此
謂
因
人
以
求

、
、
、
。 
胡
旦
作
『
演
聖
通
論
』、
余
靖
作
『
三
史
刋
誤
』。
此
等
書
卷
帙
雖
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多
、
然
流
行
於
一
時
、
實
近
代
之
所
作
。
書
之
難
求
者
、
為
其
久
遠
而

不
可
迹
也
。
若
出
近
代
人
之
手
、
何
不
可
求
之
有
。
此
謂
因
代
以
求

、
、
、
、
。 
四 
『
礼
記
』
中
庸
に
「
子
曰
、
愚
而
好
自
用
。
賤
而
好
自
專
。
生
乎

今
之
世
、
反
古
之
道
。
如
此
者
、?

及
其
身
者
也
。
非
天
子
不
議
禮
、

不
制
度
、
不
考
文
。
今
天
下
車
同
軌
、
書
同
文

、
、
、
、
行
同
倫
。
雖
有
其

位
、
苟
無
其
德
、
不
敢
作
禮
樂
焉
。
雖
有
其
德
、
苟
無
其
位
、
亦
不

敢
作
禮
樂
焉
。
」
と
あ
る
。 

五 

『
漢
書
』
藝
文
志
・
六
藝
・
小
学
の
序
に
、「
漢
興
、
蕭
何
草
律
、

亦
著
其
法
曰
、
太
史
試
學
童
能
諷
書
九
千
字
以
上
、
乃
得
為
史
、
又

以
六
體
試
之
。
課
最
者
、
以
為
尚
書
御
史
、
史
書
令
史
。
吏
民
上
書

、
、
、
、
、

字
或
不

、
、
、
正
輙
舉
劾

、
、
、
、
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
説
文
解
字
』
序
に
も
「
尉

律
、
學
僮
十
七
已
上
始
試
、
諷
籀
書
九
千
字
、
乃
得
為
吏
。
又
以
八

體
試
之
、
郡
移
太
史
并
課
、
最
者
以
為
尚
書
史
。
書
或
不
正

、
、
、
、
、
輙
舉
、
、

劾
之
、
、
。
」
と
あ
る
。 

六 

『
後
漢
書
』
蔡?

伝
に
「
建
寧
三
年
、
辟
司
徒
橋
玄
府
、
玄
甚
敬

待
之
。
出
補
河
平
長
、
召
拜
郎
中
、
校
書
東
觀
、
遷
議
郎
。?

以
經

籍
去
聖
久
遠
、
文
字
多
謬
、
俗
儒
穿
鑿
、
疑
誤
後
學
。
熹
平
四
年
、

乃
與
五
官
中
郎
將
堂
谿
典
・
光
祿
大
夫
楊
賜
・
諫
議
大
夫
馬
日?

・

議
郎
張
馴
・
韓
説
・
太
史
令
單?

等
奏
、
求
正
定
六
經
文
字
。
靈
帝

許
之
。?

乃
自
書
丹
於
碑
、
使
工
鐫
刻
立
於
太
學
門
外
。
於
是
後
儒

晩
學
、
咸
取
正
焉
。
及
碑
始
立
、
其
觀
視
及?

寫
者
、
車
乘
日
千
餘

兩
、
填
塞
街
陌
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
後
漢
書
』
儒
林
伝
序
に
は
、

「
黨
人
既
誅
、
其
高
名
善
士
、
多
坐
流
廢
、
後
遂
至
忿
爭
、
更
相
言

告
。
亦
有
私
行
金
貨
、
定
蘭
臺?

書
經
字
、
以
合
其
私
文
。
熹
平
四

年
、
靈
帝
乃
詔
諸
儒
正
定
『
五
經
』
刊
於
石
碑
、
為
古
文
篆
隸
三
體

書
法
、
以
相
參
檢
、
樹
之
學
門
、
使
天
下
咸
取
則
焉
。
」
と
あ
る
。 

七 

『
呂
氏
春
秋
』
疑
似
篇
に
「
疑
似
之
跡
、
不
可
不
察
。」
と
あ
る
。 

八 

楊
雄
『
法
言
』
吾
子
篇
に
「
好
書
而
不
要
諸
仲
尼
、
書
肆
、
、
也
。
好

説
而
不
見
諸
仲
尼
、
説
鈴
、
、
也
。
」
と
あ
る
。 

九 

『
論
語
』
子
張
篇
に
「
衛
公
孫
朝
問
於
子
貢
曰
、
仲
尼
焉
學
。
子

貢
曰
、
文
・
武
之
道
、
未
墜
於
地
、
在
人
。
賢
者
識、
其
大、
者
、
不
賢

者
識、
其
小、
者
、
莫
不
有
文
・
武
之
道
焉
。
夫
子
焉
不
學
。
而
亦
何
常

師
之
有
。」
と
あ
る
の
に
も
と
づ
く
。 

一
〇 

『
史
記
』
貨
殖
列
伝
に
「
賣
漿
、
小
業
也
。
而
張
氏
千
萬
。
灑

削
、
薄
技
、
、
也
。
而?

氏
鼎
食
。」
と
あ
る
。 

一
一 

以
上
の
よ
う
な
主
張
は
、
畢
阮
の
幕
僚
と
し
て
地
方
志
纂
輯
に

携
わ
っ
た
経
験
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
地
方
に
残
さ
れ
た
文

献
こ
そ
が
、
史
書
編
纂
に
お
け
る
最
も
基
礎
的
資
料
で
あ
る
と
の
認

識
は
、「
州
県
請
立
志
科
議
」
に
も
、「
天
下
大
計
既
始
於
州
県
、
則

史
事
責
成
亦
当
始
於
州
県
之
志
」
と
し
て
み
え
て
い
る
。 

 
 
 
 【

原
文
】 

 

校
書
宜
廣
儲
副
本
。
劉
向
校
讎
中
祕
、
有
所
謂
中
書
、
有
所

謂
外
書
、
有
所
謂
太
常
書
、
有
所
謂
太
史
書
、
有
所
謂
臣
向
書
、

臣
某
書
［
注
一
］
。
夫
中
書
與
太
常
太
史
、
則
官
守
之
書
不
一
本
也
。

外
書
與
臣
向
臣
某
、
則
家
藏
之
書
不
一
本
也
。
夫
博
求
諸
本
、
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乃
得
讎
正
一
書
、
則
副
本
固
將
廣
儲
、
以
待
質
也
。
夫
太
常
領

博
士
、
今
之
國
子
監
也
［
注
二
］
。
太
史
掌
圖
籍
、
今
之
翰
林
院
也

［
注
三
］
。
凡
官
書
不
特
中
祕
之
謂
也
。 

 
 

右
七
之
二 

 
 【

訓
読
文
】 

 

校
書
は
宜
し
く
広
く
副
本
を
儲
う
べ
し
。劉
向 

中
秘
を
校
讎

す
る
に
、
所
謂
中
書
有
り
、
所
謂
外
書
有
り
、
所
謂
太
常
書
有

り
、
所
謂
太
史
書
有
り
、
所
謂
臣
向
書
、
臣
某
書
有
り
。
夫
れ

中
書
と
太
常
、
太
史
と
は
、
則
ち
官
守
の
書
一
本
な
ら
ざ
る
な

り
。
外
書
と
臣
向
、
臣
某
と
は
、
則
ち
家
蔵
の
書
一
本
な
ら
ざ

る
な
り
。
夫
れ
博
く
諸
本
を
求
め
、
乃
ち
一
書
を
讎
正
す
る
を

得
れ
ば
、
則
ち
副
本
固
よ
り
将
に
広
く
儲
え
、
以
て
質
す
を
待

た
ん
と
す
る
也
。
夫
れ
太
常 

博
士
を
領
す
る
は
、
今
の
国
子
監

な
り
。
太
史 

図
籍
を
掌
る
は
、
今
の
翰
林
院
な
り
。
凡
そ
官
書

は
特
だ
中
秘
の
謂
な
ら
ざ
る
な
り
。 

 
 

右
七
の
二 

 

【
現
代
語
訳
】 

 

校
書
に
は
広
く
副
本
を
備
え
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
劉
向
が

宮
中
の
秘
籍
を
校
讎
し
た
際
に
、中
書
と
称
す
る
も
の
が
あ
り
、

ま
た
、
外
書
と
す
る
も
の
、
太
常
書
と
す
る
も
の
、
太
史
書
と

す
る
も
の
、
臣
向
書
、
臣
某
書
と
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
中
書

と
太
常
、
太
史
と
あ
る
か
ら
に
は
官
蔵
の
書
物
は
テ
キ
ス
ト
は

同
一
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
外
書
と
臣
向
、
臣
某
と
あ
る

か
ら
に
は
、
家
蔵
の
書
物
も
同
一
の
テ
キ
ス
ト
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
ひ
ろ
く
諸
テ
キ
ス
ト
を
求
め
て
、
よ
う
や
く
校
訂

さ
れ
た
定
本
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
か
ら
、
副
本
は
も
と

よ
り
広
く
蓄
え
て
、
質
疑
に
備
え
る
の
で
あ
る
。
太
常
は
博
士

を
宰
領
し
、
現
在
の
国
子
監
に
あ
た
る
。
太
史
は
図
籍
を
管
掌

と
し
、
現
在
の
翰
林
院
に
あ
た
る
。
す
べ
て
官
蔵
の
書
は
た
だ

宮
中
の
秘
書
に
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 
 

以
上
七
の
二 

 
 
 
 
 
 
 

【
訳
注
】 

一 

劉
向
が
校
書
の
際
に
用
い
た
諸
本
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、「
列
子
書

録
」
に
は
、「
右
新
書
定
著
八
篇
。
護
左
都
水
使
者
光
禄
大
夫
臣
向
言
。

所
校
中
書
、
、
『
列
子
』
五
篇
、
臣
向
謹
與
長
社
尉
臣
參
校
讎
。
太
常
書

、
、
、

三
篇
、
太
史
書

、
、
、
四
篇
、
臣
向
書

、
、
、
六
篇
、
臣
參
書

、
、
、
二
篇
、
内
外
書
凡
二

十
篇
、
以
校
除
復
重
十
二
篇
、
定
著
八
篇
。
中
書
多
、
外
書
、
、
少
。
章

亂
布
在
諸
篇
中
。
或
字
誤
、
以
「
盡
」
為
「
進
」、
以
「
賢
」
為
「
形
」、
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如
此
者
衆
。
及
在
新
書
有
棧
、
校
讎
從
中
書
已
定
、
皆
以
殺
青
、
書

可
繕
寫
。
」
と
あ
る
。 
二 
『
通
典
』
巻
二
十
五
「
職
官
七
」
に
「
今
太
常
者
…
…
周
時
曰
宗

伯
、
為
春
官
、
掌
邦
禮
。
秦
改
曰
奉
常
。
漢
初
曰
太
常
、
欲
令
國
家

盛
大
常
存
、
故
稱
太
常
。
惠
帝
更
名
奉
常
、
景
帝
六
年
更
名
太
常
。

後
漢
秩
與
漢
同
。
毎
祭
祀
前
奏
其
禮
儀
及
行
事
贊
。
天
子
毎
選
試
博

士
奏
其
能
否
。
」
と
あ
る
。 

三 

『
通
典
』
巻
二
十
六
「
職
官
八
」
に
「
周
官
、
太
史
掌
建
邦
之
六

典
、
又
有
外
史
掌
四
方
之
志
、
三
皇
五
帝
之
書
。
漢
氏
圖
籍
所
在
有

石
渠
、
石
室
、
延
閣
、
廣
内
、
貯
之
於
外
府
。
又
有
御
史
中
丞
、
居

殿
中
掌
蘭
臺
祕
書
及
麒
麟
天
禄
二
閣
、
藏
之
於
内
禁
。
」
と
あ
る
。 

 
 【

原
文
】 

 

古
者
校
讎
書
、
終
身
守
官
、
父
子
傳
業
。
故
能
討
論
精
詳
、

有
功
墳
典
。
而
其
校
讎
之
法
、
則
心
領
神
會
、
無
可
傳
也
。
近

代
校
書
、
不
立?

官
、
衆
手
爲
之
、
限
以
程
課
、
畫
以
部
次
、

蓋
亦
勢
之
不
得
已
也
。
校
書
者
、
既
非?

門
之
官
、
又
非
一
人

之
力
、
則
校
讎
之
法
、
不
可
不
立
也
。
竊
以
典
籍
浩
繁
、
聞
見

有
限
、
在
博
雅
者
、
且
不
能
悉
究
無
遺
、
況
其
下
乎
。
以
謂
校

讎
之
先
、
宜
盡
取
四
庫
之
藏
、
中
外
之
籍
、
擇
其
中
之
人
名
地

號
、
官
階
書
目
、
凡
一
切
有
名
可
治
、
有
數
可
稽
者
、
略
倣
『
佩

文
韻
府
』
之
例
、
悉
編
爲
韻
、
乃
於
本
韻
之
下
、
注
明
原
書
出

處
及
先
後
篇
第
、
自
一
見
再
見
以
至
數
千
百
、
皆
詳
注
之
、
藏

之
館
中
、
以
爲
羣
書
之
總
類
。
至
校
書
之
時
、
遇
有
疑
似
之
處
、

即
名
而
求
其
編
韻
、
因
韻
而
檢
其
本
書
、
參
互
錯
綜
、
即
可
得

其
至
是
。
此
則
淵
博
之
儒
、
窮
畢
生
年
力
、
而
不
可
究
殫
者
、

今
即
中
才
校
勘
、
而
坐
収
於
几
席
之
間
、
非
校
讎
之
良
法
歟
。 

 
 

右
七
之
三 

 

【
訓
読
文
】 

 

古
者 

書
を
校
讎
す
る
に
、
終
身 

官
を
守
り
、
父
子 

業
を
伝

う
。故
に
能
く
討
論
す
る
こ
と
精
詳
に
し
て
、墳
典
に
功
有
り
。

而
し
て
其
の
校
讎
の
法
は
、則
ち
心
領
神
会
す
る
の
み
に
し
て
、

伝
う
べ
き
無
き
な
り
。
近
代
の
校
書
は
、
専
官
を
立
て
ず
、
衆

手 

之
を
為
し
、
限
る
に
程
課
を
以
て
し
、
画
す
る
に
部
次
を
以

て
す
る
は
、
蓋
し
亦
た
勢
の
已
む
を
得
ざ
る
な
り
。
書
を
校
す

る
者
、既
に
専
門
の
官
に
非
ず
、又
た
一
人
の
力
に
非
ざ
れ
ば
、

則
ち
校
讎
の
法
、
立
て
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
竊
か
に
以
う

に
典
籍
は
浩
繁
に
し
て
、
聞
見
に
限
り
有
り
、
博
雅
に
在
る
者

す
ら
、
且
つ
悉
く
究
め
て
遺
無
き
こ
と
能
わ
ず
、
況
ん
や
其
の

下
を
や
。
以
謂
え
ら
く
、
校
讎
の
先
に
、
宜
し
く
尽
く
四
庫
の

蔵
、
中
外
の
籍
を
取
り
て
、
其
の
中
の
人
名
地
号
、
官
階
書
目
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を
択
び
、
凡
そ
一
切
名
の
治
む
べ
き
も
の
有
り
、
数
の
稽
う
べ

き
者
有
ら
ば
、
略
ぼ
『
佩
文
韻
府
』
の
例
に
倣
い
、
悉
く
編
み

て
韻
を
為
し
、
乃
ち
本
韻
の
下
に
、
原
書
の
出
処
及
び
先
後
の

篇
第
を
注
明
し
、
一
見
再
見
自
り
以
て
数
千
百
に
至
る
ま
で
、

皆
な
詳
し
く
之
に
注
し
、
之
を
館
中
に
蔵
し
、
以
て
羣
書
の
總

類
と
為
す
べ
し
。
校
書
の
時
に
至
り
、
遇
た
ま
疑
似
の
処
有
ら

ば
、
名
に
即
き
て
其
の
編
韻
を
求
め
、
韻
に
因
り
て
其
の
本
書

を
検
め
、
参
互
錯
綜
、
即
ち
其
の
至
是
を
得
べ
し
。
此
れ
則
ち

淵
博
の
儒
、畢
生
年
力
を
窮
め
て
、究
め
殫
す
べ
か
ら
ざ
る
者
、

今
即
ち
中
才
の
校
勘
、
坐
し
て
几
席
の
間
に
収
ま
る
。
校
讎
の

良
法
に
非
ざ
る
か
。 

 
 

右
七
の
三 

 

【
現
代
語
訳
】 

 

古
の
書
籍
の
校
讎
は
、
生
涯
官
職
を
守
り
、
父
か
ら
子
へ
と

事
業
を
継
承
し
た
。
そ
の
た
め
に
そ
の
検
討
論
究
は
精
確
詳
細

と
な
り
、
典
籍
に
功
績
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

そ
の
校
讎
の
方
法
と
い
え
ば
、
心
頭
に
領
会
す
る
だ
け
で
、
伝

え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
近
代
に
お
け
る
校
書
事

業
は
、
専
門
の
官
を
立
て
ず
に
、
多
勢
に
よ
っ
て
こ
れ
を
行
な

う
た
め
、
範
囲
を
定
め
、
担
当
を
分
け
る
と
い
う
の
も
、
ま
た

趨
勢
の
や
む
を
得
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
校
書
に
当
た
る
者

が
、
専
門
の
官
で
も
な
く
、
又
た
一
人
の
力
量
に
頼
る
わ
け
で

も
な
け
れ
ば
、
校
讎
の
原
則
を
、
立
て
な
い
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
ひ
そ
か
に
考
え
る
に
、
典
籍
は
浩
繁
で
あ
り
、
見
聞
に
は

限
り
が
あ
る
の
で
、
博
雅
の
者
で
す
ら
、
す
べ
て
を
窮
め
尽
く

し
て
遺
漏
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
れ

以
下
の
者
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
思
う
に
、
校
讎
に
あ

た
る
前
に
、
ま
ず
、
四
庫
の
蔵
書
や
宮
中
、
個
人
の
典
籍
を
こ

と
ご
と
く
集
め
て
、
そ
の
中
に
見
え
て
い
る
一
切
の
人
名
や
地

名
、
官
職
、
書
名
を
抜
き
出
し
て
、
記
録
す
べ
き
名
称
、
参
照

す
べ
き
数
字
が
あ
れ
ば
、『
佩
文
韻
府
』
の
例
に
な
ら
っ
て
、
韻

目
に
従
っ
て
編
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
韻
目
の
下
に
、
原
書
の
出

処
及
び
篇
第
の
先
後
を
明
記
し
て
お
く
。
一
、
二
度
見
え
る
も

の
か
ら
百
千
に
い
た
る
も
の
ま
で
、
み
な
詳
記
し
て
お
き
、
館

中
に
蔵
し
て
、
群
書
の
総
類
と
す
る
の
で
あ
る
。
校
書
の
段
に

な
っ
て
、
疑
問
の
生
じ
た
場
合
、
名
称
に
よ
っ
て
、
そ
の
韻
目

を
さ
が
し
、
韻
目
の
記
事
に
従
っ
て
原
書
を
検
索
す
れ
ば
、
相

互
に
参
照
し
あ
っ
て
、
正
し
い
結
論
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
淵
博
の
学
者
が
そ
の
生
涯
と
能
力
と
を
尽
く
し
て
も
極
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め
尽
く
せ
ぬ
ほ
ど
の
仕
事
が
、
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
中
等
の

才
能
の
校
勘
で
わ
ず
か
数
席
に
収
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
ぞ
校
讎
の
良
法
と
い
え
ぬ
だ
ろ
う
か
。 

 
 

以
上
七
の
三 

 
 【

原
文
】 

 

古
人
校
讎
、
於
書
有
訛
誤
、
更
定
其
文
者
、
必
注
原
文
於
其

下
、
其
兩
説
可
通
者
、
亦
兩
存
其
説
［
注
一
］
。
刪
去
篇
次
者
、
亦

必
存
其
闕
目
［
注
二
］、
所
以
備
後
人
之
采
擇
、
而
未
敢
自
以
謂
必

是
也
。
班
固
併
省
劉?

『
七
略
』、
遂
使
著
録
互
見
之
法
、
不
傳

於
後
世
。
然
亦
幸
而
尚
注
併
省
之
説
於
本
文
之
下
、
故
今
猶
得

從
而
考
正
也
［
注
三
］
。
向
使
自
用
其
例
、
而
不
顧
劉
氏
之
原
文
、

今
日
雖
欲
復
劉?

之
舊
法

、
不
可
得
矣
。 

 
 

右
七
之
四 

 
 【

訓
読
文
】 

 

古
人
校
讎
す
る
に
、
書
に
訛
誤
有
り
て
、
其
の
文
を
更
定
す

る
者
は
、
必
ず
原
文
を
其
の
下
に
注
し
、
其
の
両
説
通
ず
べ
き

者
は
、
亦
た
両
つ
な
が
ら
其
の
説
を
存
す
。
篇
次
を
刪
去
す
る

者
は
、
亦
た
必
ず
其
の
闕
目
を
存
す
る
は
、
後
人
の
采
択
に
備

う
る
所
以
に
し
て
、
未
だ
敢
え
て
自
ら
以
て
必
ず
是
と
謂
わ
ざ

る
な
り
。
班
固 

劉?

『
七
略
』
を
併
省
し
、
遂
に
著
録
互
見
の

法
を
し
て
、
後
世
に
伝
え
ざ
ら
し
む
。
然
れ
ど
も
亦
た
幸
い
に

し
て
尚
お
併
省
の
説
を
本
文
の
下
に
注
す
、
故
に
今
猶
お
従
い

て
考
正
す
る
を
得
る
也
。
向
使
し
自
ら
其
の
例
を
用
い
て
、
劉

氏
の
原
文
を
顧
み
ざ
れ
ば
、
今
日
劉?

の
旧
法
に
復
さ
ん
と
欲

す
と
雖
も
、
得
べ
か
ら
ざ
ら
ん
。 

 
 

右
七
の
四 

 

【
現
代
語
訳
】 

 

古
人
は
校
讎
に
あ
た
っ
て
、
書
物
に
訛
誤
が
あ
り
、
そ
の
文

章
を
改
め
る
場
合
、
必
ず
改
め
た
文
章
に
も
と
の
文
章
を
注
と

し
て
付
し
て
お
き
、
両
説
が
と
も
に
通
る
場
合
、
そ
の
両
説
を

併
記
し
て
お
い
た
。
篇
次
を
刪
去
す
る
場
合
に
も
、
必
ず
そ
の

篇
目
を
存
し
て
お
い
た
の
は
、
後
人
の
取
捨
選
択
に
備
え
る
た

め
で
あ
り
、
自
ら
の
考
え
を
絶
対
に
正
し
い
と
は
み
な
さ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
班
固
は
劉?

の
『
七
略
』
の
内
容
を
併
せ
た

り
省
い
た
り
し
て
、
そ
の
著
録
互
見
の
法
を
、
後
世
に
伝
え
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
幸
い
な
こ
と

に
そ
の
併
省
の
説
を
本
文
の
も
と
に
注
記
し
て
お
り
、
そ
の
た
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め
に
今
も
な
お
そ
の
注
記
に
従
っ
て
『
漢
書
』
芸
文
志
の
記
事

を
考
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
し
班
固
が
自
説
の

み
を
用
い
て
、
劉
氏
の
原
文
を
顧
み
る
こ
と
が
な
か
っ
た
な
ら

ば
、
今
日
劉?

の
旧
に
も
ど
そ
う
と
し
て
も
、
か
な
わ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。 

 
 

以
上
七
の
四 

 
 
 
 【

訳
注
】 

一 

例
え
ば
、
前
者
に
つ
い
て
は
、『
毛
詩
』?

風
の
「
綠
衣
」
を
、
鄭

箋
が
、「
綠
當
為?

。
故
作?

、
轉
作
綠
、
字
之
誤
也
。」
と
し
、
後

者
に
つ
い
て
は
、『
淮
南
子
』
氾
論
篇
の
「
五
行
之
山
、
固
塞
險
阻
之

地
也
。使
我
德
能
覆
之
、則
天
下
納
其
貢
職
者
廻
也
。」
を
、高
誘
が
、

「
廻
、
迂
難
也
。
廻
或
作
固
。
固
、
必
也
。」
と
し
て
い
る
の
が
挙
げ

ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
本
箇
所
と
同
様
の
指
摘
と
し
て
、
例
え
ば
、
顧

炎
武
「
答
李
子
徳
書
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。 

三
代
六
經
之
音
、
失
其
傳
也
久
矣
。
其
文
之
存
於
世
者
、
多
後
人

所
不
能
通
、
以
其
不
能
通
、
而
輒
以
今
世
之
音
改
之
。
於
是
乎
有

改
經
之
病
、
始
自
唐
明
皇
改
『
尚
書
』、
而
後
人
往
往
效
之
、
然
猶

曰
、
舊
爲
某
、
今
改
爲
某
、
則
其
本
文
猶
在
也
。
至
於
近
日?

本

盛
行
、
而
凡
先
秦
以
下
之
書
率
臆
徑
改
、
不
復
言
其
舊
爲
某
、
則

古
人
之
音
亡
而
文
亦
亡
、
此
尤
可
歎
者
也
。 

二 

例
え
ば
、『
漢
書
』
芸
文
志
に
、
斉
論
語
は
問
王
、
知
道
の
二
篇
が

多
か
っ
た
と
あ
る
。 

三 

例
え
ば
、『
漢
書
』
芸
文
志
「
六
芸
略
」
春
秋
の
「
夾
氏
伝
十
一
巻
」

に
、「
有
録
無
書
」
と
注
す
る
も
の
、
楽
家
末
尾
「
凡
樂
六
家
、
百
六

十
五
篇
」
の
下
に
、「
出
淮
南
劉
向
等
琴
頌
七
篇
」
と
注
す
る
も
の
、

小
学
家
末
尾
「
凡
小
学
十
家
、
四
十
五
篇
」
の
下
に
、「
入
楊
雄
、
杜

林
二
家
二
篇
」
と
注
す
る
も
の
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。 

 
 【

原
文
】 

 

『
七
略
』
以
兵
書
・
方
技
・
數
術
爲
三
部
、
列
於
諸
子
之
外

者
、
諸
子
立
言
以
明
道
、
兵
書
・
方
技
・
數
術
皆
守
法
以
傳
藝
、

虚
理
實
事
、
義
不
同
科
故
也
。
至
四
部
而
皆
列
子
類
矣
。
南
宋

鄭
寅
『
七
録
』
猶
以
藝
・
方
技
爲
三
門
［
注
一
］
、
蓋
亦
『
七
略
』

之
遺
法
。
然
列
其
書
於
子
部
可
也
。
校
書
之
人
、
則
不
可
與
諸

子
同
業
也
。
必
取
専
門
名
家
、
亦
如
太
史
尹
咸
校
數
術
、
侍
醫

李
柱
國
校
方
技
、
歩
兵
校
尉
任
宏
校
兵
書
之
例
、
乃
可
無
弊
。

否
則
文
學
之
士
、
但
求
之
於
文
字
語
言
、
而
術
業
之
誤
、
或
且

因
而
受
其
累
矣
。 

 
 

右
七
之
五 

 
 
 
 

【
訓
読
文
】 

 

『
七
略
』 

兵
書
・
方
技
・
数
術
を
以
て
三
部
と
為
し
、
諸
子
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の
外
に
列
す
る
は
、諸
子
は
言
を
立
て
以
て
道
を
明
ら
か
に
し
、

兵
書
・
方
技
・
数
術
は
皆
な
法
を
守
り
以
て
芸
を
伝
え
、
虚
理

と
実
事
と
、
義
と
し
て
科
を
同
じ
く
せ
ざ
る
が
故
な
り
。
四
部

に
至
り
て
皆
な
子
類
に
列
す
。
南
宋
の
鄭
寅
『
七
録
』
猶
お
藝
・

方
技
を
以
て
三
門
と
為
す
は
、
蓋
し
亦
た
『
七
略
』
の
遺
法
な

り
。
然
れ
ど
も
其
の
書
を
子
部
に
列
す
る
も
可
な
り
。
書
を
校

す
る
の
人
、
則
ち
諸
子
と
業
を
同
じ
く
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

必
ず
専
門
名
家
を
取
る
こ
と
、
亦
た
太
史
尹
咸 

数
術
を
校
し
、

侍
医
李
柱
国 

方
技
を
校
し
、
歩
兵
校
尉
任
宏 

兵
書
を
校
す
る

の
例
の
如
く
す
れ
ば
、
乃
ち
弊
無
か
る
べ
し
。
否
ず
ん
ば
則
ち

文
学
の
士
、
但
だ
之
を
文
字
語
言
に
求
め
、
而
し
て
術
業
の
誤

り
、
或
い
は
且
に
因
り
て
其
の
累
を
受
け
ん
と
す
。 

 
 

右
七
の
五 

 
 【

現
代
語
訳
】 

 

『
七
略
』
が
兵
書
略
・
方
技
略
・
数
術
略
の
三
部
を
た
て
、

諸
子
略
と
は
別
に
し
て
い
る
の
は
、
諸
子
は
立
言
に
よ
っ
て
道

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
兵
書
・
方
技
・
数
術
は
い
ず

れ
も
専
門
の
法
を
守
っ
て
技
芸
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
道
理

を
扱
う
も
の
と
実
事
を
相
手
に
す
る
も
の
と
、
理
の
上
で
科
目

を
と
も
に
す
る
こ
と
が
な
い
た
め
で
あ
る
。
四
部
分
類
に
至
っ

て
す
べ
て
こ
れ
ら
を
子
類
の
一
部
分
に
編
入
し
た
の
で
あ
る
。

南
宋
の
鄭
寅
の
『
七
録
』
が
芸
録
・
方
技
録
を
立
て
て
三
門
と

す
る
の
は
、
恐
ら
く
は
『
七
略
』
の
遺
法
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
そ
れ
ら
の
書
籍
を
子
部
に
列
し
て
も
か
ま
わ
な
い
。
た

だ
そ
れ
ら
の
校
讎
に
あ
た
る
人
間
は
、
諸
子
を
担
当
す
る
者
と

一
緒
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
必
ず
専
門
の
名
家
に
あ
た

ら
せ
る
こ
と
、
劉
向
の
校
書
事
業
に
お
い
て
、
太
史
尹
咸
が
数

術
を
担
当
し
、
侍
医
李
柱
国
が
方
技
を
担
当
し
、
歩
兵
校
尉
任

宏
が
兵
書
を
担
当
し
た
例
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
よ
う
や
く
問
題

は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
な
い
と
学
者
は
、
た
だ
技
術

的
専
門
書
を
文
字
や
表
現
に
お
い
て
の
み
考
え
て
し
ま
い
、
専

門
技
術
上
の
誤
り
が
生
じ
て
、
あ
る
い
は
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

害
を
蒙
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。 

 
 

以
上
七
之
五 

 
 【

訳
注
】 

一 

陳
振
孫
『
直
斎
書
録
解
題
』
巻
八
「
目
録
類
」
に
『
鄭
氏
書
目
』

七
巻
を
著
録
し
、「?

田
鄭
寅
子
敬
以
所?

書
為
『
七
録
』、
曰
經、
、

曰
史、
、
曰
子、
、
曰
藝、
、
曰
方
技
、
、
、
曰
文、
、
曰
類、
。」
と
あ
る
。「
以
藝
・

方
技?

三
問
、
、
」
は
、「
二
門
」
と
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。 
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